
ー
ト
o
o
の
ー

　　　　　誓鼻

でっかいリンゴの木
　ボクとまなみのリンゴ

たかなみつばさくん

　（松口桶屋）
サクランボとりたいけどハシゴがな
くてとれないの

むらやまゆきさん
　（松之山　隠居）

　
　
・
．
講
へ

魏

藤雛圃
ゆうみちゃんが星になったイヌとあ

そんでいるところ

㊤
皿
。

・藤・，鱒た・こ穰踏講函
282720　16　12　　　　1（｝1▼28　25　2118　117　　　5▼
H日II　日　　日　　　　Il　II10口　　li　ll　H　　Hli　　日g
　　　　　　　　　　　　月　　　　　　　　　　　　　　 月

農町坂タ行代郡、11｝きソ町農の農で9浦新、誠査’r：人施町体の
業美目1政町美高び）ン駅業予粟）月川米会　成権設民育で
祭術安）杣）術原こ　伝祭定委　定）初運　元相竣グ協き
・展、午　，淡　展）狩　人打　員　例　検営　年談Lラ会ご
ユさ＿劣萎　＿　 ＿　 り　 会合　 会　 、i義　 査委　 1斐＿ザ覧ン10と

能28　休14大・せ総会＿員会セド周祭口　　養　ll　会・健会　会　＿　松会　、汁ン　及年
　ま　村ま＿康　　26之　決タび記　で　　セ　で　大　マ　　　　ロ　山　　算1　照念
　）　ン松厳ラ　　ま。　監）明式

土
曜
閉
庁
　
1
0
月
1
3
日
・
2
7
日
　
11
月
1
0
日
．
2
4
H

＊
出
生
・
死
亡
・
婚
姻
の
届
は
出
来
ま
す

　
　
　
　
　
編
集
後
記

　
め
っ
き
り
涼
し
く
な
り
長
袖
の

シ
ャ
ツ
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
来

ま
し
た
。
暑
い
暑
い
と
言
っ
て
い

た
時
期
が
懐
か
し
い
で
す
ね
。

　
さ
て
取
り
人
れ
の
秋
、
皆
さ
ん

の
お
宅
で
は
豊
作
だ
っ
た
で
し
ょ

う
か
。
今
年
は
早
生
品
種
が
比
較

的
良
く
な
か
っ
た
よ
う
で
、
作
況

指
数
も
一
〇
二
か
ら
ニ
ポ
イ
ン
ト

落
ち
て
一
〇
〇
の
平
年
並
み
の
よ

う
で
す
。

　
卜
月
は
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
で
も
あ

り
よ
す
。
駅
伝
人
会
・
健
康
マ
ラ

ソ
・
、
／
と
ま
た
町
内
が
燃
え
る
事
で

し
虹
う
。
寒
く
な
る
こ
の
時
期
、

カ
ゼ
を
引
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！

卜
月
一
日
の
人
口

総
人
口
／
三
、
八
七
六
（
▲
一
）

　
男
／
一
、
八
九
三
（
▲
三
）

　
女
／
一
、
九
八
三
（
　
二
）

世
帯
数
／
一
、
一
八
三
（
▲
三
）

（
）
内
は
九
月
一
H
と
の
比
較

▲
は
減

広
報
ま
つ
の
や
ま
十
月
号

平
成
二
年
十
月
十
H
発
行

発
行
／
新
潟
県
松
之
山
町

　
　
盈
六
⊥
一
二
三
一

編
集
／
議
会
事
務
局

メ　　

つの義
1ggo11月号（Nα177）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
麗
蹴
冒
7

収
穫
の
秋
・
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
．

芸
術
の
秋

秋
は
色
々
な
面
で

最
も
充
実
し
、
た
季
節
の
よ
う
で
す
。

10
月
は

行
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

み
ん
な
で
走
っ
た
健
康
マ
ラ
ソ
ン
。

レ
オ
タ
！
ド
姿
に

ち
ょ
っ
と
驚
か
さ
れ
た
芸
能
祭
。

松
之
山
に
も
都
会
の
風
が

少
～
し
吹
い
て
来
た
か
な
。
？
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嵐

墨
耀
翼
以
上
の
人
で
賑
わ
っ
た

　
　
　
　
γ
．
農
業
祭
・
芸
能
祭
・
美
術
展

セ

　
懸
ε
、

．
，
残
列

．
塔
藤

即売開始と同時にどっと押し寄せる人また人。
　　　　　　　　　　「人気の野菜はすぐに売り切れました」と担当者

　
第
九
回
の
町
農
業
祭
・
芸
能
祭

が
十
月
二
十
八
日
の
日
曜
日
に
盛

大
に
開
催
さ
れ
、
町
内
は
勿
論
の

事
、
ふ
る
さ
と
会
員
の
方
た
ち
な

ど
二
千
人
以
上
の
方
が
集
り
ま
し

た
Q　

こ
の
日
は
や
や
薄
曇
り
の
少
し

肌
寒
い
天
候
で
し
た
が
、
会
場
と

な
っ
た
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
・

町
民
体
育
館
に
は
朝
早
く
か
ら
人

出
が
あ
り
、
野
菜
の
即
売
場
前
に

は
長
い
行
列
が
出
来
る
ほ
ど
で
し

た
。　

午
前
九
時
よ
り
各
種
即
売
・
芸

能
祭
・
各
展
示
場
が
一
斉
に
オ
ー

プ
ン
ま
た
は
開
幕
し
、
農
業
祭
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　
最
初
に
賑
わ
う
の
が
野
菜
の
展

示
即
売
場
。
売
り
出
し
開
始
と
同

時
に
ど
っ
と
押
し
寄
せ
、
レ
ン
コ

ン
・
シ
ョ
ー
ガ
・
ネ
ギ
・
自
然
芋

な
ど
、
お
目
当
て
の
野
菜
を
探
し

求
め
る
人
た
ち
で
ご
っ
た
が
え
し

て
い
ま
し
た
。
今
年
は
比
較
的
量

饗継、、も

～
．
亀
㎜
㎜

ゆ

蟻
魯

が
豊
富
だ
っ
た
の
で
、
皆
さ
ん
思

い
思
い
の
野
菜
を
買
い
求
め
る
事

が
出
来
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。　

セ
ン
タ
ー
前
の
広
場
で
は
、
き

の
こ
や
手
練
鉢
な
ど
の
特
産
品
販

売
が
行
わ
れ
た
り
、
子
供
た
ち
に

人
気
の
ポ
ン
菓
子
が
無
料
で
配
ら

れ
た
ほ
か
、
農
協
S
S
が
除
雪
機

や
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
を
展
示
販
売

キノコ、山菜の塩漬け、手練鉢などの

特産品売場も盛況

し
て
お
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
青
年
団
や
サ
ー
ク
ル

“
わ
っ
さ
あ
ば
”
の
皆
さ
ん
が
、

焼
き
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
石
焼
き
い

も
を
売
っ
た
り
、
農
協
さ
ん
が

“
く
び
き
牛
肉
”
を
売
る
な
ど
、

ま
さ
に
食
欲
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
い

臭
い
を
、
辺
り
に
漂
わ
せ
て
い
ま

し
た
。

　
毎
年
来
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん

②

ステージでは一日中、歌や踊り、演劇などが披露

され、大きな拍手が贈られました

ー
・
験
識
蔭
畢
封

木村律子先生が企画したハッピーワ

ド展世界の色々な物が展示されてい

評

噸
藩
．

センター2階では町美術展が開かれ、

多くの方が見学に訪れていました

食推コーナーの野菜パン、いかがでしたか？

　雌於．△幽
に
無
料
で
試
食
願
っ
て
好
評
を
得

て
い
る
〃
お
に
ぎ
り
”
“
手
打
ち
そ

ば
”
“
モ
チ
”
は
、
今
年
も
一
七
三

〇
人
分
用
意
さ
れ
ま
し
た
が
、
比

較
的
早
い
時
間
に
全
部
無
く
な
り
、

試
食
券
を
も
ら
え
な
い
人
も
出
る

ほ
ど
で
し
た
。
町
産
業
課
で
は
コ

シ
ヒ
カ
リ
と
雪
の
精
の
食
味
を
試

し
て
も
ら
お
う
と
、
今
回
お
に
ぎ

り
を
一
個
ず
つ
分
け
て
握
り
、
そ

の
感
想
を
ア
ン
ケ
ー
ト
に
記
入
し

ポン菓子をもらおうと長い行列もできました

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
に
ぎ
り

を
食
べ
ら
れ
た
皆
さ
ん
、
い
か
が

で
し
た
か
？
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
は
今
後
の
米
づ
く
り
推
進
の

貴
重
な
参
考
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
体
育
館
の
中
で
行
わ
れ
た
芸
能

祭
で
は
、
町
内
の
芸
達
者
の
皆
さ

ん
が
日
頃
の
芸
を
披
露
、
会
場
か

ら
盛
ん
な
拍
手
を
受
け
て
い
ま
し

た
。
今
年
、
特
に
注
目
さ
れ
た
の

が
、
婦
人
会
の
皆
さ
ん
を
中
心
と

し
て
賑
や
か
に
踊
ら
れ
た
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
ダ
ン
ス
と
、
松
里
小
学
校

児
童
に
よ
る
「
管
領
塚
物
語
」
の

劇
で
し
た
。
松
里
小
学
校
の
皆
さ

ん
の
劇
は
、
翌
日
の
町
内
小
・
中

学
校
芸
能
発
表
会
で
も
披
露
さ
れ
、

皆
さ
ん
か
ら
鑑
賞
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。

　
前
日
よ
り
開
催
さ
れ
た
”
町
美

術
展
”
に
も
多
く
の
出
品
が
あ
り
、

農
業
祭
に
来
た
大
勢
の
方
が
こ
こ

を
訪
れ
、
見
学
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
食
推
コ
ー
ナ
ー
の
野
菜

パ
ン
・
木
村
律
子
先
生
企
画
の
ハ

ッ
ピ
；
ワ
ー
ル
ド
展
に
も
多
く
の

方
が
立
ち
寄
り
、
試
食
・
見
学
を

し
て
い
ま
し
た
。

　
新
し
い
企
画
や
披
露
が
加
わ
り
、

一
段
と
お
も
し
ろ
か
っ
た
今
年
の

農
業
祭
で
し
た
。
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1
0
0
0
の
ー

、

七
〇
ニ
キ
ロ
の
大
記
録
も
生
ま
れ
た

　
　
　
　
　
第
七
回
良
質
米
生
産
推
進
共
励
会

最
優
秀
賞
　
相
沢
一
郎
さ
ん
（
松
之
山
）

　
今
年
で
七
回
目
を
迎
え
た
「
松

之
山
町
良
質
米
生
産
推
進
共
励

会
」
の
、
、
入
賞
者
の
表
彰
が
二
十

八
日
、
芸
能
祭
の
途
中
で
行
わ
れ
、

最
優
秀
賞
一
人
、
優
秀
賞
四
人
、

優
良
賞
十
三
人
．
奨
励
賞
十
三
人

の
合
計
一
一
．
十
一
人
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
の
共
励
会
に
は
町
内
五
十

六
人
の
方
が
参
加
、
春
か
ら
丹
精

こ
め
て
稲
づ
く
り
を
行
い
、
少
し

で
も
多
く
の
収
量
を
と
努
力
さ
れ
、

こ
の
日
の
共
励
会
に
臨
み
ま
し
た
。

　
今
年
最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た

の
は
相
沢
一
郎
さ
ん
（
松
之
山
・

林
）
で
、
十
ア
ー
ル
当
り
コ
シ
ヒ

カ
リ
七
〇
ニ
キ
ロ
、
精
玄
米
代
金

で
二
八
万
四
、
八
五
一
円
と
い
う

驚
異
的
な
収
量
を
記
録
し
ま
し
た
。

　
こ
の
収
量
は
、
一
反
歩
当
り
約

十
二
俵
と
い
う
県
下
－
で
も
珍
ら
し

い
大
記
録
で
、
堂
々
の
最
優
秀
賞

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
年
は
植
え
つ
け
か
ら
天
候
に

』
恵
ま
れ
、
水
管
理
の
き
ち
ん
と
出

来
た
所
で
は
例
年
に
な
い
収
量
が

あ
っ
た
よ
う
で
、
特
に
、
標
高
の

高
い
所
ほ
ど
豊
作
だ
っ
た
と
い
う

事
で
す
。
咋
年
は
兎
口
の
樋
口
藤

夫
さ
ん
が
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
六
五
ヒ

キ
ロ
で
最
優
秀
と
な
ら
れ
た
の
で

す
が
、
今
年
そ
の
記
録
を
上
回
っ

た
方
が
三
人
お
り
、
い
か
に
豊
作

型
の
天
候
だ
っ
た
か
が
伺
え
ま
す
。

　
ま
た
、
品
種
の
面
で
は
昨
年
よ

り
米
代
金
の
部
一
本
に
絞
ら
れ
た

事
も
あ
り
、
五
十
六
点
の
内
の
五

十
三
点
が
コ
シ
ヒ
カ
リ
と
、
げ
圧
倒

的
に
多
く
な
り
ま
し
た
。

　
年
々
記
録
が
向
上
す
る
こ
の
共

励
会
、
減
反
・
米
価
引
き
下
げ
と

暗
い
部
分
だ
け
が
目
に
っ
く
稲
作

農
業
で
す
が
、
一
つ
の
明
る
い
話

題
と
し
て
、
今
後
も
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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「
伝
え
て
い
き
た
い

　
　
　
　
　
わ
が
家
の
味
と
香
り
」

　
毎
回
、
大
変
な
人
気
を
得
て
い

る
「
わ
が
家
の
味
と
香
り
」
コ
ー

ナ
ー
に
、
今
年
も
町
内
の
婦
人
た

ち
か
ら
四
十
六
点
の
出
品
が
あ
り

ま
し
た
。

　
農
業
祭
に
来
ら
れ
た
婦
人
の
皆

さ
ん
が
興
味
深
そ
う
に
こ
の
コ
ー

ナ
ー
を
訪
れ
、
試
食
し
た
り
作
り

魑

展

方
を
熱
心
に
読
ん
で
い
る
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
試
食
の
皿

が
す
ぐ
に
無
く
な
っ
て
し
ま
う
ほ

ど
盛
況
で
、
い
つ
も
大
勢
の
人
で

ご
っ
た
が
え
し
て
い
ま
し
た
。
も

う
少
し
広
い
会
場
が
あ
れ
ば
、
ゆ

っ
く
り
見
学
で
き
る
の
で
は
と
、

毎
回
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。

いつ行っても賑わっていた「わが家の味と香り」

コーナー。試食も楽しみです。

　
出
品
さ
れ
た
作
品
は
普
及
所
の

方
と
町
で
お
願
い
し
た
役
員
で
審

査
を
行
い
、
「
伝
え
て
い
き
た
い

わ
が
家
の
味
と
香
り
」
と
い
う
主

旨
を
尊
重
し
な
が
ら
、
優
秀
賞
五

点
と
奨
励
賞
五
点
を
選
び
、
表
彰

し
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
方
は
次
の
皆
さ
ん

で
す
。

▽
優
秀
賞
（
五
点
〉

和
久
井
ト
シ
さ
ん
（
小
谷
）

　
「
し
よ
う
ゆ
の
実
」

村
山
留
美
子
さ
ん
（
藤
内
名
）

　
　
「
和
え
な
ま
す
」

高
橋
玲
子
さ
ん
（
天
水
島
）

　
　
「
揚
げ
ご
は
ん
の
お
や
つ
」

福
原
サ
ヲ
さ
ん
（
坪
野
）

　
　
「
山
か
ん
ぴ
ょ
う
の
白
あ
え
」

丸
山
ツ
マ
さ
ん
（
上
之
山
）

　
　
「
に
し
ん
の
み
そ
」

▽
奨
励
賞

相
沢
雪
枝
さ
ん
（
松
之
山
）

　
　
「
あ
べ
川
い
も
」

相
沢
タ
ツ
さ
ん
（
松
之
山
）

　
　
「
か
ぽ
ち
ゃ
の
ケ
ー
キ
」

高
橋
八
重
子
さ
ん
（
天
水
島
）

　
　
「
一
ロ
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
」

関
根
京
子
さ
ん
（
藤
倉
）

　
　
「
煮
な
ま
す
」

石
塚
ハ
ル
さ
ん
（
田
麦
立
）

　
　
「
キ
ャ
ラ
ブ
キ
」

泳
ぐ
宝
石

　
　
　
第
一
一
一
一
回

　
町
内
の
錦
鯉
愛
好
者
十
五
名
が

自
慢
の
鯉
を
持
ち
よ
っ
て
の
”
錦

鯉
品
評
会
”
が
、
農
業
祭
前
日
の

二
十
七
日
に
行
わ
れ
、
九
十
六
匹

の
色
鮮
や
か
な
錦
鯉
が
出
品
さ
れ

ま
し
た
。

　
出
品
さ
れ
た
鯉
は
大
き
さ
別
に

五
部
門
に
分
け
ら
れ
、
そ
の
中
で 錦

鯉
品
評
会

さ
ら
に
紅
白
・
三
色
・
そ
の
他
に

分
け
て
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
見
て
い
る
と
大
変
美
し
い
鯉
で

す
が
、
飼
育
と
管
理
が
難
か
し
い

と
い
う
事
で
、
養
魚
家
が
増
え
な

い
の
が
残
念
だ
と
い
う
事
で
す
。

　
今
回
、
大
変
大
き
な
黒
鯉
も
出

品
さ
れ
、
農
業
祭
に
来
ら
れ
た
方

た
ち
を
驚
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
入
賞
者
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

▽
総
合
優
勝
　
　
「
紅
白
」
，

　
　
久
保
田
寿
栄
さ
ん
（
曽
根
）

▽
総
合
準
優
勝
　
　
「
紅
白
」

　
　
樋
口
幸
雄
さ
ん
（
湯
山
）

▽
各
部
優
勝

一
部
（
一
八
セ
ン
チ
未
満
）

　
　
樋
口
幸
雄
さ
ん
「
紅
白
」

二
部
（
二
八
セ
ン
チ
未
満
）

　
　
高
橋
平
八
郎
さ
ん
「
紅
白
」

三
部
（
三
五
セ
ン
チ
未
満
）

　
　
小
野
塚
順
作
さ
ん
「
紅
白
」

四
部
（
四
五
セ
ン
チ
未
満
）

　
　
高
橋
平
八
郎
さ
ん
「
紅
白
」

五
部
（
四
五
セ
ン
チ
未
満
）

　
　
樋
ロ
ヨ
シ
さ
ん
「
紅
白
」
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大
記
録
も
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た

　
　
　
　
　
第
七
回
良
質
米
生
産
推
進
共
励
会

最
優
秀
賞
　
相
沢
一
郎
さ
ん
（
松
之
山
）

　
今
年
で
七
回
目
を
迎
え
た
「
松

之
山
町
良
質
米
生
産
推
進
共
励

会
」
の
、
、
入
賞
者
の
表
彰
が
二
十

八
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芸
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祭
の
途
中
で
行
わ
れ
、

最
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秀
賞
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人
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秀
賞
四
人
、
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賞
十
三
人
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奨
励
賞
十
三
人

の
合
計
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一
．
十
一
人
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
の
共
励
会
に
は
町
内
五
十

六
人
の
方
が
参
加
、
春
か
ら
丹
精

こ
め
て
稲
づ
く
り
を
行
い
、
少
し

で
も
多
く
の
収
量
を
と
努
力
さ
れ
、

こ
の
日
の
共
励
会
に
臨
み
ま
し
た
。

　
今
年
最
優
秀
賞
を
受
賞
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た

の
は
相
沢
一
郎
さ
ん
（
松
之
山
・

林
）
で
、
十
ア
ー
ル
当
り
コ
シ
ヒ

カ
リ
七
〇
ニ
キ
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、
精
玄
米
代
金

で
二
八
万
四
、
八
五
一
円
と
い
う

驚
異
的
な
収
量
を
記
録
し
ま
し
た
。

　
こ
の
収
量
は
、
一
反
歩
当
り
約

十
二
俵
と
い
う
県
下
－
で
も
珍
ら
し

い
大
記
録
で
、
堂
々
の
最
優
秀
賞

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
年
は
植
え
つ
け
か
ら
天
候
に

』
恵
ま
れ
、
水
管
理
の
き
ち
ん
と
出

来
た
所
で
は
例
年
に
な
い
収
量
が

あ
っ
た
よ
う
で
、
特
に
、
標
高
の

高
い
所
ほ
ど
豊
作
だ
っ
た
と
い
う

事
で
す
。
咋
年
は
兎
口
の
樋
口
藤

夫
さ
ん
が
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
六
五
ヒ

キ
ロ
で
最
優
秀
と
な
ら
れ
た
の
で

す
が
、
今
年
そ
の
記
録
を
上
回
っ

た
方
が
三
人
お
り
、
い
か
に
豊
作

型
の
天
候
だ
っ
た
か
が
伺
え
ま
す
。

　
ま
た
、
品
種
の
面
で
は
昨
年
よ

り
米
代
金
の
部
一
本
に
絞
ら
れ
た

事
も
あ
り
、
五
十
六
点
の
内
の
五

十
三
点
が
コ
シ
ヒ
カ
リ
と
、
げ
圧
倒

的
に
多
く
な
り
ま
し
た
。

　
年
々
記
録
が
向
上
す
る
こ
の
共

励
会
、
減
反
・
米
価
引
き
下
げ
と

暗
い
部
分
だ
け
が
目
に
っ
く
稲
作

農
業
で
す
が
、
一
つ
の
明
る
い
話

題
と
し
て
、
今
後
も
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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「
伝
え
て
い
き
た
い

　
　
　
　
　
わ
が
家
の
味
と
香
り
」

　
毎
回
、
大
変
な
人
気
を
得
て
い

る
「
わ
が
家
の
味
と
香
り
」
コ
ー

ナ
ー
に
、
今
年
も
町
内
の
婦
人
た

ち
か
ら
四
十
六
点
の
出
品
が
あ
り

ま
し
た
。

　
農
業
祭
に
来
ら
れ
た
婦
人
の
皆

さ
ん
が
興
味
深
そ
う
に
こ
の
コ
ー

ナ
ー
を
訪
れ
、
試
食
し
た
り
作
り

魑

展

方
を
熱
心
に
読
ん
で
い
る
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
試
食
の
皿

が
す
ぐ
に
無
く
な
っ
て
し
ま
う
ほ

ど
盛
況
で
、
い
つ
も
大
勢
の
人
で

ご
っ
た
が
え
し
て
い
ま
し
た
。
も

う
少
し
広
い
会
場
が
あ
れ
ば
、
ゆ

っ
く
り
見
学
で
き
る
の
で
は
と
、

毎
回
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。

いつ行っても賑わっていた「わが家の味と香り」

コーナー。試食も楽しみです。

　
出
品
さ
れ
た
作
品
は
普
及
所
の

方
と
町
で
お
願
い
し
た
役
員
で
審

査
を
行
い
、
「
伝
え
て
い
き
た
い

わ
が
家
の
味
と
香
り
」
と
い
う
主

旨
を
尊
重
し
な
が
ら
、
優
秀
賞
五

点
と
奨
励
賞
五
点
を
選
び
、
表
彰

し
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
方
は
次
の
皆
さ
ん

で
す
。

▽
優
秀
賞
（
五
点
〉

和
久
井
ト
シ
さ
ん
（
小
谷
）

　
「
し
よ
う
ゆ
の
実
」

村
山
留
美
子
さ
ん
（
藤
内
名
）

　
　
「
和
え
な
ま
す
」

高
橋
玲
子
さ
ん
（
天
水
島
）

　
　
「
揚
げ
ご
は
ん
の
お
や
つ
」

福
原
サ
ヲ
さ
ん
（
坪
野
）

　
　
「
山
か
ん
ぴ
ょ
う
の
白
あ
え
」

丸
山
ツ
マ
さ
ん
（
上
之
山
）

　
　
「
に
し
ん
の
み
そ
」

▽
奨
励
賞

相
沢
雪
枝
さ
ん
（
松
之
山
）

　
　
「
あ
べ
川
い
も
」

相
沢
タ
ツ
さ
ん
（
松
之
山
）

　
　
「
か
ぽ
ち
ゃ
の
ケ
ー
キ
」

高
橋
八
重
子
さ
ん
（
天
水
島
）

　
　
「
一
ロ
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
」

関
根
京
子
さ
ん
（
藤
倉
）

　
　
「
煮
な
ま
す
」

石
塚
ハ
ル
さ
ん
（
田
麦
立
）

　
　
「
キ
ャ
ラ
ブ
キ
」

泳
ぐ
宝
石

　
　
　
第
一
一
一
一
回

　
町
内
の
錦
鯉
愛
好
者
十
五
名
が

自
慢
の
鯉
を
持
ち
よ
っ
て
の
”
錦

鯉
品
評
会
”
が
、
農
業
祭
前
日
の

二
十
七
日
に
行
わ
れ
、
九
十
六
匹

の
色
鮮
や
か
な
錦
鯉
が
出
品
さ
れ

ま
し
た
。

　
出
品
さ
れ
た
鯉
は
大
き
さ
別
に

五
部
門
に
分
け
ら
れ
、
そ
の
中
で 錦

鯉
品
評
会

さ
ら
に
紅
白
・
三
色
・
そ
の
他
に

分
け
て
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
見
て
い
る
と
大
変
美
し
い
鯉
で

す
が
、
飼
育
と
管
理
が
難
か
し
い

と
い
う
事
で
、
養
魚
家
が
増
え
な

い
の
が
残
念
だ
と
い
う
事
で
す
。

　
今
回
、
大
変
大
き
な
黒
鯉
も
出

品
さ
れ
、
農
業
祭
に
来
ら
れ
た
方

た
ち
を
驚
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　
入
賞
者
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

▽
総
合
優
勝
　
　
「
紅
白
」
，

　
　
久
保
田
寿
栄
さ
ん
（
曽
根
）

▽
総
合
準
優
勝
　
　
「
紅
白
」

　
　
樋
口
幸
雄
さ
ん
（
湯
山
）

▽
各
部
優
勝

一
部
（
一
八
セ
ン
チ
未
満
）

　
　
樋
口
幸
雄
さ
ん
「
紅
白
」

二
部
（
二
八
セ
ン
チ
未
満
）

　
　
高
橋
平
八
郎
さ
ん
「
紅
白
」

三
部
（
三
五
セ
ン
チ
未
満
）

　
　
小
野
塚
順
作
さ
ん
「
紅
白
」

四
部
（
四
五
セ
ン
チ
未
満
）

　
　
高
橋
平
八
郎
さ
ん
「
紅
白
」

五
部
（
四
五
セ
ン
チ
未
満
）

　
　
樋
ロ
ヨ
シ
さ
ん
「
紅
白
」

⑤
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第
九
回
町
駅
伝
大
会

松
里
A
チ
ー
ム
、
ま
た
ま
た
大
差
で

　
九
回
目
を
迎
え
た
町
駅
伝
大
会

が
十
月
十
日
の
体
育
の
日
に
行
わ

れ
、
各
地
区
代
表
の
七
チ
ー
ム
が

健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
朝
方
ま
で
雨
が
降
る

少
し
肌
寒
い
天
気
で
し
た
が
、
午

前
九
時
に
浦
田
中
学
校
前
を
ス
タ

ー
ト
す
る
頃
に
は
薄
日
む
差
す
絶

好
の
駅
伝
日
和
と
な
り
、
選
手
の

皆
さ
ん
も
天
候
を
気
に
せ
ず
十
分

競
技
に
専
念
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

、磁璽
繍灘

婆、

　
コ
し
ス
は
、
藤
倉
・
中
坪
間
の

道
路
改
良
工
事
が
終
了
し
た
事
に

よ
り
二
区
間
延
長
さ
れ
て
十
四
区

間
と
な
り
、
数
年
ぶ
り
で
全
地
区

を
通
る
コ
ー
ス
が
復
活
し
ま
し
た
。

　
競
技
の
方
は
午
前
九
時
、
一
区

の
中
学
生
男
子
の
七
人
が
浦
田
中

学
校
前
を
元
気
に
ス
タ
ー
ト
、
布

川
チ
ー
ム
が
一
歩
リ
ー
ド
し
て
三

区
中
継
点
へ
。
こ
の
辺
か
ら
実
力

を
発
揮
し
は
じ
め
た
の
が
過
去
八

中学生男子が浦田中学校前を元気に

スタート！
　　　　　　噸蟻醜編㌧
　　　　＿　繋　饗一

連
続
優
勝

連
覇
し
て
い
る
松
里
A
チ
ー
ム
。

三
区
で
ト
ッ
プ
に
立
つ
と
そ
の
ま

ま
安
定
し
た
走
り
を
続
け
、
終
始

リ
ー
ド
を
守
っ
て
二
位
布
川
チ
ー

ム
に
三
分
半
の
大
差
を
つ
け
て
ゴ

ー
ル
し
ま
し
た
。
選
手
層
の
厚
さ

が
物
を
い
っ
た
よ
う
で
す
。

　
さ
て
興
味
は
二
位
争
い
に
移
っ

た
の
で
す
が
、
松
之
山
A
チ
ー
ム

と
布
川
・
浦
田
A
チ
ー
ム
の
三
チ

ー
ム
が
十
二
区
（
藤
倉
～
中
坪
）

で
、

「頼むぞ」親から子へのタスキリレー

松里Bチーム小野塚英男さんと長男英之君

で
並
び
、
そ
こ
で
抜
き
出
た
布
川

チ
ー
ム
が
二
位
・
三
位
は
浦
田
A

チ
ー
ム
、
そ
し
て
松
之
山
A
チ
ー

ム
は
、
こ
こ
で
の
遅
れ
が
響
い
て

松
里
B
チ
ー
ム
に
も
越
さ
れ
て
し

ま
い
、
五
位
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
以
下
、
六
位
浦
田
B
チ
ー

ム
、
七
位
松
之
山
B
チ
ー
ム
の
順

位
で
し
た
。

　
駅
伝
は
チ
ー
ム
の
全
員
が
一
致

団
結
し
、
自
分
の
実
力
を
い
か
に

発
揮
す
る
か
が
、
チ
ー
ム
の
成
績

に
つ
な
が
る
競
技
で
す
。
苦
し
い

反
面
、
お
も
し
ろ
み
も
充
分
味
わ

え
る
こ
の
駅
伝
、
来
年
に
向
け
て

体
力
づ
く
り
に
励
み
ま
し
ょ
う
。

＼
鰯

7
轟

松里Aチームアンカー佐藤麻紀さんが
余裕を見せてトップでゴールイン！

駅
伝
大
会
結
果

▽
総
合
成
績

　
　
　
　
　
　
　
時
間
分
秒

優
勝
　
松
里
A
チ
ー
ム
　
　
ー
・
3
2
2
3

準
優
勝
　
布
川
チ
ー
ム
　
　
ー
・
3
5
5
2

3
位
　
浦
田
A
チ
ー
ム
　
　
ー
・
3
7
5
5

4
位
松
里
B
チ
ー
ム
　
　
ー
・
4
0
5
1

5
位
　
松
之
山
A
チ
ー
ム
　
ー
・
姐
0
8

6
位
　
浦
田
B
チ
ー
ム
　
　
ー
・
4
2
4
8

7
位
　
松
之
山
B
チ
ー
ム
　
ー
・
4
7
4
9

▽
区
問
賞

14　13　12　11　10　9　　8　　7　　6　　5　　4　　3　　2　　1

区区区区区区区区区区区区区区
鈴
木
昭
男
（
布
　
川
）

福
原
　
晃
（
松
里
A
）

高
橋
秀
樹
（
松
里
A
）

高
橋
政
信
（
松
里
A
）

小
野
塚
真
紀
（
布
川
）

滝
沢
　
大
（
松
里
A
）

本
山
　
久
（
浦
田
A
）

高
橋
千
春
（
松
之
山
A
）

高
橋
真
也
（
松
里
A
）

高
橋
理
恵
（
松
里
A
）

村
山
　
亮
（
松
里
A
）

村
山
幸
夫
（
布
　
川
）

久
保
田
信
秀
（
浦
田
A
）

小
野
塚
尚
未
（
布
川
）

78874852447677分0055114708103657042605563219秒

松之山の遜手が螢纏銀伝糞金題弐活躍！

県女子駅伝・県縦断郡市対抗駅伝・県高校駅伝

　11位　　　 7位　　3位
　
今
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
と
い
う
こ

と
で
色
々
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
各

地
で
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
特

に
陸
上
競
技
、
駅
伝
大
会
は
毎
週

ど
こ
か
で
大
会
が
行
わ
れ
て
い
る

と
言
っ
て
良
い
ほ
ど
、
人
気
の
あ

る
競
技
で
す
。

　
十
月
十
四
日
に
は
「
第
八
回
新

潟
県
女
子
駅
伝
」
が
、
新
潟
市
陸

上
競
技
場
周
辺
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、

東
頸
城
郡
チ
ー
ム
が
二
十
七
チ
ー

ム
中
、
十
一
位
と
活
躍
し
ま
し
た
。

昨
年
は
二
十
位
以
下
と
い
う
成
績

で
し
た
の
、
大
健
闘
と
い
え
ま
す
。

こ
の
大
会
に
は
松
之
山
町
か
村
山

知
子
さ
ん
（
松
之
山
角
田
屋
）
と

竹
内
雅
子
さ
ん
（
豊
田
ど
ろ
の

木
）
の
二
名
が
出
場
、
成
績
ア
ッ

プ
に
大
き
く
貢
献
し
て
く
れ
ま
し

た
。
こ
の
大
会
の
優
勝
は
新
潟
市

チ
ー
ム
で
し
た
。

　
ま
た
、
十
月
二
十
・
二
十
一
日

の
二
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
た

「
第
四
十
三
回
県
縦
断
郡
市
対
抗

駅
伝
競
争
大
会
」
（
新
井
市
～
新

潟
市
）
で
も
、
東
頸
城
チ
ー
ム
が

大
活
躍
。
昨
年
の
二
十
二
位
か
ら

一
気
に
七
位
に
大
躍
進
し
、
注
目

を
集
め
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
で
も
松
之
山
町
か
ら

出
場
し
た
三
選
手
が
大
健
闘
し
、

チ
ー
ム
の
中
心
と
な
っ
て
頑
張
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
中
で
も
相
沢
義

和
さ
ん
（
下
蝦
池
・
東
海
大
学
）

譲

（写真は本文と関係ありません）

町駅伝大会より

は
、
初
日
の
五
区
と
二
日
目
の
九

区
を
走
り
、
両
区
問
と
も
一
位
と

い
う
素
晴
し
い
活
躍
で
し
た
。
ま

た
、
高
校
生
の
福
原
基
裕
君
（
湯

本
・
十
一
屋
）
、
浦
田
中
学
校
教
員

の
小
林
辰
男
先
生
も
、
一
区
と
十

二
区
で
大
変
素
晴
し
い
成
績
を
あ

げ
、
長
い
距
離
を
走
る
選
手
が
不

足
ぎ
み
だ
っ
た
東
頸
城
チ
ー
ム
に

と
っ
て
、
力
強
い
ラ
ン
ナ
ー
の
出

現
と
な
り
ま
し
た
。

　
十
月
二
十
七
日
、
新
発
田
市
の

公
認
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
を
使
っ
て

行
わ
れ
た
第
四
十
一
回
県
高
校
駅

伝
大
会
で
、
安
塚
高
校
が
三
位
に

入
賞
し
、
北
信
越
大
会
へ
の
出
場

権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
安
塚
高
校
チ
ー
ム
は
昨
年
こ
の

大
会
で
優
勝
し
、
京
都
で
行
わ
れ

た
全
国
高
校
駅
伝
大
会
に
出
場
し

た
の
で
す
が
、
今
年
は
今
一
歩
及

ば
ず
大
変
残
念
で
し
た
。

　
こ
の
県
大
会
に
は
松
之
山
か
ら

福
原
基
裕
君
（
安
塚
本
校
三
年
）

と
久
保
田
信
秀
君
（
新
田
・
安
兵

衛
）
三
年
、
福
原
政
俊
君
（
坪
野
・

西
山
）
二
年
の
三
人
が
出
場
、
三

位
入
賞
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　
北
信
越
大
会
で
も
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。

や

舗
　
　
　
　
　
　
　
　
￥
ピ

　
さ
て
、
今
年
も
受
験
シ
ー
ズ
ン

が
近
く
な
っ
て
来
ま
し
た
が
、

年
々
、
保
護
者
の
方
々
の
負
担
も

増
加
し
、
大
学
進
学
の
た
め
の
経

費
は
二
〇
〇
万
円
前
後
と
い
わ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
負
担
を
少
し
で
も
軽

減
す
る
た
め
国
民
金
融
公
庫
で
は

「
国
の
進
学
ロ
ー
ン
」
を
取
り
扱

っ
て
お
り
ま
す
。

　
融
資
額
は
一
進
学
者
あ
た
り
百

万
円
以
内
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
詳
し
い
内
容
は
、
国
民
金
融
公

庫
高
田
支
店
　
電
話
〇
二
五
五
ー

二
四
ー
二
三
四
〇
番
に
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

り
『
●

⑦

、
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噌

第
九
回
町
駅
伝
大
会

松
里
A
チ
ー
ム
、
ま
た
ま
た
大
差
で

　
九
回
目
を
迎
え
た
町
駅
伝
大
会

が
十
月
十
日
の
体
育
の
日
に
行
わ

れ
、
各
地
区
代
表
の
七
チ
ー
ム
が

健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
朝
方
ま
で
雨
が
降
る

少
し
肌
寒
い
天
気
で
し
た
が
、
午

前
九
時
に
浦
田
中
学
校
前
を
ス
タ

ー
ト
す
る
頃
に
は
薄
日
む
差
す
絶

好
の
駅
伝
日
和
と
な
り
、
選
手
の

皆
さ
ん
も
天
候
を
気
に
せ
ず
十
分

競
技
に
専
念
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

、磁璽
繍灘

婆、

　
コ
し
ス
は
、
藤
倉
・
中
坪
間
の

道
路
改
良
工
事
が
終
了
し
た
事
に

よ
り
二
区
間
延
長
さ
れ
て
十
四
区

間
と
な
り
、
数
年
ぶ
り
で
全
地
区

を
通
る
コ
ー
ス
が
復
活
し
ま
し
た
。

　
競
技
の
方
は
午
前
九
時
、
一
区

の
中
学
生
男
子
の
七
人
が
浦
田
中

学
校
前
を
元
気
に
ス
タ
ー
ト
、
布

川
チ
ー
ム
が
一
歩
リ
ー
ド
し
て
三

区
中
継
点
へ
。
こ
の
辺
か
ら
実
力

を
発
揮
し
は
じ
め
た
の
が
過
去
八

中学生男子が浦田中学校前を元気に

スタート！
　　　　　　噸蟻醜編㌧
　　　　＿　繋　饗一

連
続
優
勝

連
覇
し
て
い
る
松
里
A
チ
ー
ム
。

三
区
で
ト
ッ
プ
に
立
つ
と
そ
の
ま

ま
安
定
し
た
走
り
を
続
け
、
終
始

リ
ー
ド
を
守
っ
て
二
位
布
川
チ
ー

ム
に
三
分
半
の
大
差
を
つ
け
て
ゴ

ー
ル
し
ま
し
た
。
選
手
層
の
厚
さ

が
物
を
い
っ
た
よ
う
で
す
。

　
さ
て
興
味
は
二
位
争
い
に
移
っ

た
の
で
す
が
、
松
之
山
A
チ
ー
ム

と
布
川
・
浦
田
A
チ
ー
ム
の
三
チ

ー
ム
が
十
二
区
（
藤
倉
～
中
坪
）

で
、

「頼むぞ」親から子へのタスキリレー

松里Bチーム小野塚英男さんと長男英之君

で
並
び
、
そ
こ
で
抜
き
出
た
布
川

チ
ー
ム
が
二
位
・
三
位
は
浦
田
A

チ
ー
ム
、
そ
し
て
松
之
山
A
チ
ー

ム
は
、
こ
こ
で
の
遅
れ
が
響
い
て

松
里
B
チ
ー
ム
に
も
越
さ
れ
て
し

ま
い
、
五
位
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
以
下
、
六
位
浦
田
B
チ
ー

ム
、
七
位
松
之
山
B
チ
ー
ム
の
順

位
で
し
た
。

　
駅
伝
は
チ
ー
ム
の
全
員
が
一
致

団
結
し
、
自
分
の
実
力
を
い
か
に

発
揮
す
る
か
が
、
チ
ー
ム
の
成
績

に
つ
な
が
る
競
技
で
す
。
苦
し
い

反
面
、
お
も
し
ろ
み
も
充
分
味
わ

え
る
こ
の
駅
伝
、
来
年
に
向
け
て

体
力
づ
く
り
に
励
み
ま
し
ょ
う
。

＼
鰯

7
轟

松里Aチームアンカー佐藤麻紀さんが
余裕を見せてトップでゴールイン！

駅
伝
大
会
結
果

▽
総
合
成
績

　
　
　
　
　
　
　
時
間
分
秒

優
勝
　
松
里
A
チ
ー
ム
　
　
ー
・
3
2
2
3

準
優
勝
　
布
川
チ
ー
ム
　
　
ー
・
3
5
5
2

3
位
　
浦
田
A
チ
ー
ム
　
　
ー
・
3
7
5
5

4
位
松
里
B
チ
ー
ム
　
　
ー
・
4
0
5
1

5
位
　
松
之
山
A
チ
ー
ム
　
ー
・
姐
0
8

6
位
　
浦
田
B
チ
ー
ム
　
　
ー
・
4
2
4
8

7
位
　
松
之
山
B
チ
ー
ム
　
ー
・
4
7
4
9

▽
区
問
賞

14　13　12　11　10　9　　8　　7　　6　　5　　4　　3　　2　　1

区区区区区区区区区区区区区区
鈴
木
昭
男
（
布
　
川
）

福
原
　
晃
（
松
里
A
）

高
橋
秀
樹
（
松
里
A
）

高
橋
政
信
（
松
里
A
）

小
野
塚
真
紀
（
布
川
）

滝
沢
　
大
（
松
里
A
）

本
山
　
久
（
浦
田
A
）

高
橋
千
春
（
松
之
山
A
）

高
橋
真
也
（
松
里
A
）

高
橋
理
恵
（
松
里
A
）

村
山
　
亮
（
松
里
A
）

村
山
幸
夫
（
布
　
川
）

久
保
田
信
秀
（
浦
田
A
）

小
野
塚
尚
未
（
布
川
）

78874852447677分0055114708103657042605563219秒

松之山の遜手が螢纏銀伝糞金題弐活躍！

県女子駅伝・県縦断郡市対抗駅伝・県高校駅伝

　11位　　　 7位　　3位
　
今
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
と
い
う
こ

と
で
色
々
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
各

地
で
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
特

に
陸
上
競
技
、
駅
伝
大
会
は
毎
週

ど
こ
か
で
大
会
が
行
わ
れ
て
い
る

と
言
っ
て
良
い
ほ
ど
、
人
気
の
あ

る
競
技
で
す
。

　
十
月
十
四
日
に
は
「
第
八
回
新

潟
県
女
子
駅
伝
」
が
、
新
潟
市
陸

上
競
技
場
周
辺
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、

東
頸
城
郡
チ
ー
ム
が
二
十
七
チ
ー

ム
中
、
十
一
位
と
活
躍
し
ま
し
た
。

昨
年
は
二
十
位
以
下
と
い
う
成
績

で
し
た
の
、
大
健
闘
と
い
え
ま
す
。

こ
の
大
会
に
は
松
之
山
町
か
村
山

知
子
さ
ん
（
松
之
山
角
田
屋
）
と

竹
内
雅
子
さ
ん
（
豊
田
ど
ろ
の

木
）
の
二
名
が
出
場
、
成
績
ア
ッ

プ
に
大
き
く
貢
献
し
て
く
れ
ま
し

た
。
こ
の
大
会
の
優
勝
は
新
潟
市

チ
ー
ム
で
し
た
。

　
ま
た
、
十
月
二
十
・
二
十
一
日

の
二
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
た

「
第
四
十
三
回
県
縦
断
郡
市
対
抗

駅
伝
競
争
大
会
」
（
新
井
市
～
新

潟
市
）
で
も
、
東
頸
城
チ
ー
ム
が

大
活
躍
。
昨
年
の
二
十
二
位
か
ら

一
気
に
七
位
に
大
躍
進
し
、
注
目

を
集
め
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
で
も
松
之
山
町
か
ら

出
場
し
た
三
選
手
が
大
健
闘
し
、

チ
ー
ム
の
中
心
と
な
っ
て
頑
張
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
中
で
も
相
沢
義

和
さ
ん
（
下
蝦
池
・
東
海
大
学
）

譲

（写真は本文と関係ありません）

町駅伝大会より

は
、
初
日
の
五
区
と
二
日
目
の
九

区
を
走
り
、
両
区
問
と
も
一
位
と

い
う
素
晴
し
い
活
躍
で
し
た
。
ま

た
、
高
校
生
の
福
原
基
裕
君
（
湯

本
・
十
一
屋
）
、
浦
田
中
学
校
教
員

の
小
林
辰
男
先
生
も
、
一
区
と
十

二
区
で
大
変
素
晴
し
い
成
績
を
あ

げ
、
長
い
距
離
を
走
る
選
手
が
不

足
ぎ
み
だ
っ
た
東
頸
城
チ
ー
ム
に

と
っ
て
、
力
強
い
ラ
ン
ナ
ー
の
出

現
と
な
り
ま
し
た
。

　
十
月
二
十
七
日
、
新
発
田
市
の

公
認
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
を
使
っ
て

行
わ
れ
た
第
四
十
一
回
県
高
校
駅

伝
大
会
で
、
安
塚
高
校
が
三
位
に

入
賞
し
、
北
信
越
大
会
へ
の
出
場

権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
安
塚
高
校
チ
ー
ム
は
昨
年
こ
の

大
会
で
優
勝
し
、
京
都
で
行
わ
れ

た
全
国
高
校
駅
伝
大
会
に
出
場
し

た
の
で
す
が
、
今
年
は
今
一
歩
及

ば
ず
大
変
残
念
で
し
た
。

　
こ
の
県
大
会
に
は
松
之
山
か
ら

福
原
基
裕
君
（
安
塚
本
校
三
年
）

と
久
保
田
信
秀
君
（
新
田
・
安
兵

衛
）
三
年
、
福
原
政
俊
君
（
坪
野
・

西
山
）
二
年
の
三
人
が
出
場
、
三

位
入
賞
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　
北
信
越
大
会
で
も
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。

や

舗
　
　
　
　
　
　
　
　
￥
ピ

　
さ
て
、
今
年
も
受
験
シ
ー
ズ
ン

が
近
く
な
っ
て
来
ま
し
た
が
、

年
々
、
保
護
者
の
方
々
の
負
担
も

増
加
し
、
大
学
進
学
の
た
め
の
経

費
は
二
〇
〇
万
円
前
後
と
い
わ
れ

て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
負
担
を
少
し
で
も
軽

減
す
る
た
め
国
民
金
融
公
庫
で
は

「
国
の
進
学
ロ
ー
ン
」
を
取
り
扱

っ
て
お
り
ま
す
。

　
融
資
額
は
一
進
学
者
あ
た
り
百

万
円
以
内
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
詳
し
い
内
容
は
、
国
民
金
融
公

庫
高
田
支
店
　
電
話
〇
二
五
五
ー

二
四
ー
二
三
四
〇
番
に
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

り
『
●

⑦

、
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郡美術展
絵画・書道の部で郡展賞

絵
画
草
村
慶
子
さ
ん
（
湯
山
）

書
道
山
岸
市
松
さ
ん
（
新
山
）

　
第
九
回
の
東
頸
城
郡
美
術
展
覧

会
が
、
十
月
十
二
日
～
十
四
日
ま

で
の
三
日
間
、
松
代
町
総
合
体
育

館
で
開
催
さ
れ
、
絵
画
、
書
道
、

写
真
・
彫
塑
、
工
芸
の
四
部
門
に

一
六
四
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
出
品
さ
れ
た
作
品
の
中
よ
り
各

部
門
ご
と
に
郡
展
賞
｝
点
、
奨
励

賞
三
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
が
、
松

之
山
か
ら
出
品
さ
れ
た
中
か
ら
数

多
く
の
入
賞
作
品
が
生
ま
れ
ま
し絵画で郡展賞となった草村慶子さんの

“20歳”

た
。　

ま
ず
、
五
五
点
の
応
募
が
あ
っ

た
絵
画
部
門
で
、
湯
山
の
草
村
慶

子
さ
ん
の
「
二
〇
歳
」
と
い
う
作

品
が
郡
展
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
草

村
さ
ん
は
過
去
五
年
連
続
奨
励
賞

を
受
賞
す
る
な
ど
、
大
変
活
躍
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
湯
之
島
の
山

口
清
治
さ
ん
の
作
品
「
松
之
山
春

宵
」
が
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

お
二
人
の
作
品
と
も
大
変
見
応
え

の
あ
る
大
作
で
す
。

　
二
四
点
の
応
募
が
あ
っ
た
書
道

部
門
で
は
、
新
山
の
山
岸
市
松
さ

ん
の
「
鵡
埼
の
詩
」
と
い
う
作
品

が
、
郡
展
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
ま

た
、
北
浦
田
の
早
川
定
雄
さ
ん
と

天
水
越
の
高
橋
ト
メ
さ
ん
の
書
が
、

そ
れ
ぞ
れ
奨
励
賞
と
な
り
ま
し
た
。

入
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
な
お
、
彫
塑
・
工
芸
、
写
真
部

門
で
は
、
残
念
な
が
ら
松
之
山
の

入
賞
者
が
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
全
体
を
通
し
て
み
る
と
、
松
之

山
の
怜
．
云
術
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
再
認

識
さ
せ
て
く
れ
た
郡
展
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
ま
た
来
年
に
向
け
製

作
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
絵
画
部
門
奨
励
賞

　
山
口
清
治
さ
ん
　
（
湯
之
島
）

▽
書
道
部
門
奨
励
賞

　
高
橋
ト
メ
さ
ん
　
　
（
天
水
島
）

　
早
川
定
雄
さ
ん
　
　
（
北
浦
田
）

写真の部　郡展賞
“アカチシオタケ。

大島村横尾善朗さん

書道の部　郡展賞

山岸市松さん（新山）

　“馬碕の詩。

書
道
の
部
奨
励
賞
”
杜
甫
詩
”
早
川
定
雄
さ
ん
（
北
浦
田
〉

絵画の部　奨励賞“松之山春宥。

　　　　　　　　　　　　　　山口清治さん（湯之島）

書
道
の
部
　
奨
励
賞

　
”
漢
詩
”
高
橋
ト
メ
さ
ん

（
天
水
越
）

鰺
蕩
難
ギ
ヂ
域
循
薙
蓼
鳳
盤

咳
嬰
堤
胞
み
ノ
孝
霧
傷
看
致
奪
鍵

女
絶
甕
◎
饗
鷲
翼
髪
獅
潔
懸
、
、

蓑棲　o　◎　謬　璽　魯　騨　婁　馨　Q　壁　辱　懸　◎　¢　’

彫塑・工芸の部　郡展賞

“くつとはっさく。松代町山岸　統さん

＋
一
月
は

雇
用
保
険

　
〃
さ
わ
や
か
受
給
”

　
　
　
　
　
　
　
推
進
月
間

　
雇
用
保
険
の
失
業
給
付
は
、
離

職
し
、
働
く
意
志
、
能
力
が
あ
り

な
が
ら
、
ま
だ
仕
事
が
見
つ
か
ら

な
い
と
き
に
再
就
職
の
お
手
伝
い

を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
支
給

さ
れ
る
も
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

就
職
ま
た
は
就
労
し
た
場
合
は
支

給
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
就
職
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
パ
ー
ト

等
で
働
い
た
場
合
は
、
正
し
く
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。
正
し
く
申
告

「
せ
ず
に
不
正
に
受
給
し
た
場
合
は

厳
し
い
処
分
を
う
け
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
雇
用
保
険
制
度
を

正
し
く
理
解
し
、
不
正
受
給
を
な

く
し
ま
し
ょ
う
。

　
上
越
公
共
職
業
安
定
所
よ
り

新潟県の最低賃金

　　時間額499円、
　　日額

　　3，988円
　　　となりました。

⑨
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郡美術展
絵画・書道の部で郡展賞

絵
画
草
村
慶
子
さ
ん
（
湯
山
）

書
道
山
岸
市
松
さ
ん
（
新
山
）

　
第
九
回
の
東
頸
城
郡
美
術
展
覧

会
が
、
十
月
十
二
日
～
十
四
日
ま

で
の
三
日
間
、
松
代
町
総
合
体
育

館
で
開
催
さ
れ
、
絵
画
、
書
道
、

写
真
・
彫
塑
、
工
芸
の
四
部
門
に

一
六
四
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
出
品
さ
れ
た
作
品
の
中
よ
り
各

部
門
ご
と
に
郡
展
賞
｝
点
、
奨
励

賞
三
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
が
、
松

之
山
か
ら
出
品
さ
れ
た
中
か
ら
数

多
く
の
入
賞
作
品
が
生
ま
れ
ま
し絵画で郡展賞となった草村慶子さんの

“20歳”

た
。　

ま
ず
、
五
五
点
の
応
募
が
あ
っ

た
絵
画
部
門
で
、
湯
山
の
草
村
慶

子
さ
ん
の
「
二
〇
歳
」
と
い
う
作

品
が
郡
展
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
草

村
さ
ん
は
過
去
五
年
連
続
奨
励
賞

を
受
賞
す
る
な
ど
、
大
変
活
躍
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
湯
之
島
の
山

口
清
治
さ
ん
の
作
品
「
松
之
山
春

宵
」
が
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

お
二
人
の
作
品
と
も
大
変
見
応
え

の
あ
る
大
作
で
す
。

　
二
四
点
の
応
募
が
あ
っ
た
書
道

部
門
で
は
、
新
山
の
山
岸
市
松
さ

ん
の
「
鵡
埼
の
詩
」
と
い
う
作
品

が
、
郡
展
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
ま

た
、
北
浦
田
の
早
川
定
雄
さ
ん
と

天
水
越
の
高
橋
ト
メ
さ
ん
の
書
が
、

そ
れ
ぞ
れ
奨
励
賞
と
な
り
ま
し
た
。

入
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
な
お
、
彫
塑
・
工
芸
、
写
真
部

門
で
は
、
残
念
な
が
ら
松
之
山
の

入
賞
者
が
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
全
体
を
通
し
て
み
る
と
、
松
之

山
の
怜
．
云
術
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
再
認

識
さ
せ
て
く
れ
た
郡
展
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
ま
た
来
年
に
向
け
製

作
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
絵
画
部
門
奨
励
賞

　
山
口
清
治
さ
ん
　
（
湯
之
島
）

▽
書
道
部
門
奨
励
賞

　
高
橋
ト
メ
さ
ん
　
　
（
天
水
島
）

　
早
川
定
雄
さ
ん
　
　
（
北
浦
田
）

写真の部　郡展賞
“アカチシオタケ。

大島村横尾善朗さん

書道の部　郡展賞

山岸市松さん（新山）

　“馬碕の詩。

書
道
の
部
奨
励
賞
”
杜
甫
詩
”
早
川
定
雄
さ
ん
（
北
浦
田
〉

絵画の部　奨励賞“松之山春宥。

　　　　　　　　　　　　　　山口清治さん（湯之島）

書
道
の
部
　
奨
励
賞

　
”
漢
詩
”
高
橋
ト
メ
さ
ん

（
天
水
越
）

鰺
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難
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域
循
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み
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懸
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蓑棲　o　◎　謬　璽　魯　騨　婁　馨　Q　壁　辱　懸　◎　¢　’

彫塑・工芸の部　郡展賞

“くつとはっさく。松代町山岸　統さん

＋
一
月
は

雇
用
保
険

　
〃
さ
わ
や
か
受
給
”

　
　
　
　
　
　
　
推
進
月
間

　
雇
用
保
険
の
失
業
給
付
は
、
離

職
し
、
働
く
意
志
、
能
力
が
あ
り

な
が
ら
、
ま
だ
仕
事
が
見
つ
か
ら

な
い
と
き
に
再
就
職
の
お
手
伝
い

を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
支
給

さ
れ
る
も
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

就
職
ま
た
は
就
労
し
た
場
合
は
支

給
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
就
職
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
パ
ー
ト

等
で
働
い
た
場
合
は
、
正
し
く
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。
正
し
く
申
告

「
せ
ず
に
不
正
に
受
給
し
た
場
合
は

厳
し
い
処
分
を
う
け
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
雇
用
保
険
制
度
を

正
し
く
理
解
し
、
不
正
受
給
を
な

く
し
ま
し
ょ
う
。

　
上
越
公
共
職
業
安
定
所
よ
り

新潟県の最低賃金

　　時間額499円、
　　日額

　　3，988円
　　　となりました。
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ー
8
ゆ
ー

10月
フオト
ニユース

4
み
ん
な
で
走
つ
た
第
9
回
健
康
マ
ラ

　
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
参
加
し
て

楽
し
く
走
っ
て
健
康
づ
く
り
。

　
今
回
で
第
九
回
目
と
な
る
”
健

康
マ
ラ
ソ
ン
”
が
町
駅
伝
大
会
終

了
後
に
行
わ
れ
、
二
歳
の
幼
児
か

ら
年
配
の
万
ま
で
三
七
〇
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

．
一
キ
ロ
・
ニ
キ
ロ
の
ニ
コ
ー
ス

に
分
か
れ
て
の
健
康
マ
ラ
ソ
ン
、

家
族
連
れ
で
和
気
あ
い
あ
い
と
走

る
人
、
記
録
に
挑
戦
し
て
一
生
懸

命
走
る
人
と
様
々
で
し
た
が
、
参

加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
”
体
育
の

日
”
に
気
持
ち
の
良
い
汗
を
流
し

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
次
回
も
是

非
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
さ
輸
篭

一
覆
謬
禽
㍗
～
　
嶺

鶴漸1襲
演．運ぎ蜜

　　　　　　　　　　　　　　　　　3・
お父さん、お母さんも子供たちに

引っばられてガンバリました。

●

食用、有毒というように分類された“きのこ、を見学する参加者

2
大
好
評
だ
つ
た
大
厳
寺
高
原
の
“
き
の
こ
狩
り
大
会
”

　
十
月
十
日
の
体
育
の
日
、
大
厳

寺
高
原
で
恒
例
の
“
き
の
こ
狩
り

大
会
”
が
行
わ
れ
、
県
内
の
万
を

中
心
に
一
二
五
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
受
付
を
済

ま
せ
る
と
、
早
速
キ
ャ
ン
ブ
場
周

辺
の
山
に
入
り
、
約
二
時
間
ほ
ど

き
の
こ
狩
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
が
採
っ
て
来
た
ぎ
0
ご

は
、
松
之
山
の
滝
沢
博
さ
ん
が
鑑

定
に
あ
た
り
、
食
用
・
無
毒
・
有

畜
の
三
種
類
に
分
類
す
る
と
と
も

に
、
き
の
こ
の
名
前
と
食
べ
万
を

参
加
者
に
教
え
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
参
加
さ
れ
た
万
た
ち
の

多
く
は
、
き
の
こ
狩
り
は
初
め
て

と
い
う
事
で
、
せ
っ
か
く
採
っ
て

来
た
ざ
み
ご
が
全
部
番
ざ
み
ご
と

い
う
人
も
い
て
、
が
ッ
カ
リ
す
る
『

姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
き
の
こ
狩
り
で
確
認
さ
れ

た
種
類
は
一
〇
三
種
で
、
主
に
採

れ
た
の
は
ナ
ラ
タ
ケ
・
シ
メ
ジ

類
・
イ
グ
チ
類
で
し
た
。

　
㎝
行
は
こ
の
後
、
き
の
こ
料
理

の
昼
食
を
と
り
、
再
び
滝
沢
先
生

か
ら
き
の
こ
の
見
分
け
万
や
料
理

万
法
の
講
習
を
受
け
ま
し
た
。

　
　
　
爆

鑑
定
作
業
に
忙
が
し
い
滝
沢
　
博
さ
ん
（
左
か
ら
二
人
目
）

殿’
膣

従
業
員
の
皆
さ
ん
も
屋
内

消
火
栓
を
使
っ
て
放
水
訓
練

鼎『裂1；』三叢ξ竪隔、1

午前9時半、浦田“ゆのしま荘、の非常

ペルを合図に訓練開始

3
「
ゆ
の
し
ま
荘
か
ら
火
災
発
生
〃
こ
秋
の
防
火
週
間

　
十
月
二
十
六
日
か
ら
始
ま
っ
た

”
秋
の
防
火
週
間
”
。
町
で
は
期

間
中
に
火
災
予
防
訓
練
や
機
械
の

点
検
・
消
防
施
設
の
立
入
り
検
査

な
ど
を
行
い
、
非
常
事
態
に
備
え

て
万
全
の
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

　
初
日
の
二
十
六
日
、
浦
田
“
ゆ

の
し
ま
荘
”
か
ら
火
災
が
発
生
し

た
と
い
う
想
定
で
訓
練
が
行
わ
れ
、

分
遣
所
・
本
部
機
動
隊
・
地
元
第

八
分
団
の
積
載
車
が
出
動
し
て
消

火
作
業
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ゆ
の
し
ま
荘
で
は
従
業

員
の
避
難
訓
練
と
屋
内
消
火
栓
か

ら
の
放
水
も
同
時
に
実
施
さ
れ
、

本
番
さ
な
が
ら
の
訓
練
ぶ
り
で
し

た
Q

　
一
万
、
救
急
訓
練
の
面
で
は
、

従
業
員
『
名
が
煙
に
ま
か
れ
て
逃

げ
遅
れ
た
と
想
定
し
、
分
遣
所
員

が
中
に
入
っ
て
救
出
す
る
と
と
も

に
救
急
車
を
出
動
さ
せ
、
救
助
に

あ
た
り
ま
し
た
。

　
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
火
災
や
事

故
、
臼
頃
の
訓
練
を
大
切
に
し
、

火
事
を
出
さ
な
い
努
力
を
み
ん
な

で
し
ま
し
よ
う
。

ケガ人を想定して救急車も出動

イ
ー
多
、

耀
纏

嘱蜘繊撫
櫓門

＿」　旧薩1盤

4
美
人
林
に
駐
車
場
と
ト
イ
レ
が
完
成

　
美
し
い
ブ
ナ
林
で
知
ら
れ
、
近

年
多
く
の
万
が
見
学
に
訪
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
松
ロ
の
美
人
林
の
入

口
付
近
に
、
こ
の
程
、
駐
車
場
と

き
れ
い
な
ト
イ
レ
が
完
成
し
、
皆

さ
ん
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
美
人
林
は
樹
齢
六
～
七
十
年
の

ブ
ナ
の
林
で
、
春
、
残
雪
の
中
で

芽
ぶ
く
若
葉
の
緑
や
、
秋
の
紅
葉

は
大
変
美
し
く
、
何
度
も
足
を
運

ぶ
方
が
沢
山
い
る
よ
う
で
す
。
こ

こ
は
ま
た
野
鳥
の
宝
庫
で
、
函
年

春
に
、
町
主
催
の
探
鳥
会
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
に
は
今
ま
で
簡
易
ト
イ
レ

が
あ
っ
た
ば
か
り
で
駐
車
場
も
な

く
、
そ
ぱ
に
畑
や
田
ん
ぼ
を
持
っ

て
い
る
万
に
、
た
び
た
び
迷
惑
を

か
け
て
い
た
の
で
、
整
備
さ
れ
て

本
当
に
良
か
つ
た
と
思
い
ま
す
。

広噺

松口美人林入口に新しく建てられた

トイレと駐車場

●
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5
森
光
慶
先
生
を
招
い
て
”
家
持
甥
臆
協

　
町
特
産
の
一
つ
に
育
て
よ
う
と

　
　
　
　
　
　
く
ろ
　
も
　
　
じ

カ
を
入
れ
て
い
る
黒
文
字
の
木
を

　
　
　
よ
う
　
じ

使
っ
た
楊
枝
作
り
講
習
会
が
、
十

月
三
十
日
役
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
”
裂
搬
擁
極
”
と
名
付
け
ら
れ

た
こ
の
楊
枝
、
材
料
が
漢
万
薬
に

も
使
わ
れ
る
黒
文
字
だ
け
に
大
変

臭
い
が
良
く
、
殺
菌
効
果
も
あ
る

と
い
う
事
で
需
要
の
万
は
沢
山
あ

る
の
で
す
が
、
製
作
が
追
い
つ
か

な
い
状
態
で
す
。
そ
こ
で
一
人
で

も
多
く
の
万
か
ら
作
っ
て
い
た
だ

こ
う
と
、
干
葉
県
君
津
市
に
住
ん

で
お
ら
れ
る
森
光
慶
先
生
を
講
師

に
招
い
て
、
講
習
会
を
行
い
ま
し

た
。　

こ
の
日
は
町
内
か
ら
十
三
名
が

集
ま
り
き
丸
一
日
森
先
生
夫
妻
か

ら
細
か
い
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　
一
つ
で
も
多
く
の
特
産
を
作
り

出
そ
う
と
町
で
は
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
協
力
願
い
ま
す
。

松之山小学校の全児童による合唱

6
み
ん
な

　
　
　
　
町
内
小

　
笛
年
、
町
芸
能
祭
の
翌
臼
に
開

催
し
て
い
る
町
内
小
中
学
生
芸
能

発
表
会
。
今
年
も
一
一
十
九
日
の
午

後
、
町
民
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
日
の
た
め
に
各
学
校
で
練

習
し
て
来
た
歌
や
楽
器
演
奏
、
朦

な
ど
を
発
表
し
あ
い
、
共
に
鑑
賞

し
あ
う
場
と
し
て
続
け
ら
れ
て
い

る
こ
の
芸
能
発
表
会
、
町
内
各
学

校
の
芸
能
部
の
先
生
が
中
心
と
な

っ
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
畷
、
、瀦

、

で！γ一澱鍮認
千葉県の無形文化財に指定されている森先生

　　　　　　　　　　（右から二人目）

す
ご
く
上
手

中
学
校
芸
能
発
表
釜

　
　
笛
回
ど
こ
か
の
学
校
が
演
劇
を

　
発
表
し
て
く
れ
ま
す
が
、
今
回
は

　
松
里
小
学
校
の
児
童
が
地
元
に
古

く
か
ら
伝
え
ら
れ
る
”
管
領
塚
物

語
”
を
取
り
上
げ
、
立
派
に
演
じ

て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
劇
は
前
日

の
町
芸
能
祭
で
も
披
露
さ
れ
、
盛

ん
な
声
援
を
受
け
た
も
の
で
す
。

　
演
出
・
踊
り
と
小
学
生
で
は
難

し
い
役
を
見
事
に
こ
な
し
、
長
い

間
練
習
し
た
成
果
が
良
く
表
現
さ

れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

上杉房義が妻と娘を連れて天水越に逃げのびる

右は管領塚物語を踊る松里小学校の皆さん。

㊤

黙松之山町名老百選“

14名を新たに認定！

　
町
で
は
二
年
前
に
村
山
町
長
の

発
案
で
、
町
内
に
住
む
七
十
歳
以

上
の
方
々
の
中
で
仕
事
や
趣
味
、

特
に
優
れ
た
技
術
等
を
持
っ
て
お

ら
れ
る
方
た
ち
を
選
出
し
て
、
町

の
名
老
に
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
と
き
は
二
十
七
名
の
方

を
認
定
し
た
訳
で
す
が
、
そ
の
後

数
名
の
方
が
他
界
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
、
第
二
次
の
名
老
を
認
定

す
る
た
め
各
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
推

選
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

名
老
百
選
認
定
委
員
会
を
開
き
、

新
た
に
十
四
名
の
名
老
を
認
定
す

る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
新
し
く
認
定
さ
れ
た
十
四
名
の

方
の
認
証
式
は
、
十
月
二
十
八
日

の
農
業
祭
の
中
で
行
わ
れ
、
町
長

に
よ
っ
て
認
証
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。　

今
回
新
た
に
名
老
に
選
ば
れ
た

方
は
、
次
の
十
四
名
で
す
。

○
高
沢
義
勇
（
大
荒
戸
V

O
志
賀
重
太
郎
（
松
口
）

○
保
坂
武
雄
（
松
口
）

○
村
山
ス
テ
ヲ
（
橋
詰
）

○
高
橋
幸
作
（
天
水
島
）

○
山
ロ
ト
メ
（
藤
倉
）

○
樋
口
義
治
（
中
尾
）

八
四
歳

七
四
歳

七
一
歳

七
七
歳

七
三
歳

九
三
歳

七
九
歳

○
小
野
塚
熊
男
（
上
蝦
池
）
七
九
歳

○
久
保
田
秀
五
郎
（
藤
原
）
八
一
歳

○
久
保
田
年
松
（
新
旧
）
　
七
九
歳

○
久
保
田
達
司
（
新
田
）
　
七
三
歳

o
竹
内
平
八
郎
（
湯
之
島
）
七
六
歳

○
佐
藤
彦
平
（
坂
中
）
　
八
二
歳

o
竹
内
与
志
（
豊
旧
）
　
　
八
七
歳

（
敬
称
略
）

奇
木
作
り

わ
ら
工
品

短
歌

和
裁
（
歌
舞
伎
の
衣
装
縫
）

仲
人

苧
績

地
域
に
貢
献

山
採
り
盆
栽

写
真

わ
ら
工
品

歴
史
・
風
土

農
業
技
術

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
審
判
員

苧
績

円月28日、共励会に引き続き行われた名老百選の認証式

14名認定されたのですが、4名の方が都合で欠席され、この日は10名でした。
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光
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育
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よ
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と

　
　
　
　
　
　
く
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入
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追
い
つ
か

な
い
状
態
で
す
。
そ
こ
で
一
人
で

も
多
く
の
万
か
ら
作
っ
て
い
た
だ

こ
う
と
、
干
葉
県
君
津
市
に
住
ん

で
お
ら
れ
る
森
光
慶
先
生
を
講
師

に
招
い
て
、
講
習
会
を
行
い
ま
し

た
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。
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国際交流作文コンクール
新潟県主催

木村律子先生が
　　　　　　最優秀賞を受賞！

　
こ
の
ほ
ど
、
新
潟
県
が
推
進
し
て
い
る
、
各
国
や
県
内
に
在
住
し

て
い
る
外
国
人
の
方
々
と
の
国
際
交
流
事
業
の
一
環
と
し
て
、
広
く

県
民
か
ら
募
集
し
た
”
国
際
交
流
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
”
で
、
松
之
山

で
英
語
教
育
の
講
師
を
お
願
い
し
て
い
る
木
村
律
子
先
生
の
作
品
が
、

大
学
生
・
一
般
の
部
で
見
事
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
木
村
先
生
の
作
品
は
、
大
阪
に
住
ん
で
い
た
頃
の
経
験
を
も
と
に

書
か
れ
た
も
の
で
、
普
通
の
友
達
、
思
い
や
り
の
気
持
ち
で
接
す
る

の
が
大
切
と
訴
え
て
い
ま
す
。
読
ん
で
見
て
く
だ
さ
い
。

「
着
物
き
て
お
花
見
に
行
け
へ
ん
か
？
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
う
す
れ
ば
相
手
の
喜
ぶ
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
か
る
の
で
す
。

木村律子先生

　
今
、
い
ろ
ん
な
分
野
で
国
際
理

解
、
国
際
交
流
と
叫
ば
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
世
界
が
狭
く
な
り
、

人
類
皆
兄
弟
と
い
う
考
え
が
重
視

さ
れ
て
き
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
そ

こ
で
私
た
ち
個
人
は
一
体
何
を
す

れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。
答
え

は
簡
単
で
す
。
「
相
手
の
立
場
に

な
っ
て
考
え
て
あ
げ
る
こ
と
。
」

　
私
は
大
阪
に
住
ん
で
い
た
時
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ん

韓
国
か
ら
自
費
留
学
し
て
い
た
文

へ
い
よ
ん

恵
榮
と
い
う
友
人
が
い
ま
し
た
。

恵
榮
は
豊
か
な
家
庭
に
育
ち
私
立

の
大
学
に
通
っ
て
い
ま
し
た
が
、

将
来
性
を
考
え
て
日
本
語
を
話
せ

る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
、
大

学
を
休
学
し
て
親
の
反
対
も
押
し

切
っ
て
大
阪
ま
で
来
た
の
で
し
た
。

日
本
語
学
校
に
通
う
か
た
わ
ら
、

ワ
ー
プ
ロ
も
学
ぶ
、
着
実
に
前
進

し
よ
う
と
し
て
い
た
彼
女
に
、
世

問
は
と
て
も
厳
し
か
っ
た
の
で
す
。

「
あ
あ
、
ま
た
不
法
労
働
者
の
小

娘
か
…
…
」

「
結
局
は
日
本
で
バ
イ
ト
を
し
て

稼
ぎ
た
い
の
だ
ろ
う
」

　
親
に
仕
送
り
の
負
担
を
か
け
た

く
な
い
と
い
う
一
心
で
始
め
た
工

場
で
の
手
作
業
も
、
周
囲
に
は
不

法
労
働
者
に
し
か
写
ら
な
か
っ
た

の
で
す
。

　
私
た
ち
が
初
め
て
出
会
っ
た
時

は
、
彼
女
が
あ
と
三
カ
月
が
帰
国

す
る
と
い
う
時
で
し
た
。
夢
と
希

望
に
燃
え
て
い
た
は
ず
の
日
本
留

学
で
、
心
ま
で
ズ
タ
ズ
タ
に
疲
れ

て
い
た
よ
う
で
し
た
。
私
も
昔
、

ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
て
い
た
の
で
、

異
国
で
悲
し
い
思
い
を
す
る
の
は

ど
れ
だ
け
孤
独
で
や
り
き
れ
な
い

も
の
か
が
良
く
わ
か
っ
た
の
で
す
。

な
ん
と
か
し
て
良
い
思
い
出
を
作

っ
て
帰
国
し
て
も
ら
い
た
い
・
：
：

彼
女
の
た
め
に
…
…
そ
し
て
日
本

の
た
め
に
…
…
私
は
い
ろ
い
ろ
考

え
ま
し
た
。

　
幸
い
お
互
い
の
家
が
近
か
っ
た

の
で
、
．
そ
れ
以
後
は
頻
繁
に
行
き

来
す
る
よ
う
に
な
り
、
父
を
亡
く

し
て
寂
し
か
っ
た
我
が
家
も
新
し

い
妹
を
大
歓
迎
し
ま
し
た
。
も
ち

ろ
ん
客
と
し
て
で
は
な
く
一
人
の

家
族
と
し
て
。

　
春
が
来
て
桜
が
開
き
始
め
た
頃
、

私
た
ち
は
花
見
を
計
画
し
ま
し
た
。

た
だ
行
く
だ
け
な
ら
お
も
し
ろ
く

な
い
、
何
か
日
本
で
し
か
で
き
な

い
こ
と
が
し
た
い
。
（
私
が
恵
榮

な
ら
ど
う
し
た
い
だ
ろ
う
…
）
ど

こ
の
国
の
生
ま
れ
で
あ
れ
女
は
女
、

き
れ
い
な
も
の
に
は
憧
れ
る
は
ず

だ
と
思
い
、
「
日
本
の
着
物
を
着

て
大
阪
城
の
お
花
見
に
行
け
へ

ん
？
」
と
聞
く
と
、
案
の
定
彼
女

は
大
喜
び
。

　
小
晴
日
和
の
あ
る
日
曜
日
、
汗

を
か
き
か
き
や
っ
と
着
せ
て
も
ら

っ
た
純
日
本
風
娘
が
二
人
花
見
に

出
か
け
ま
し
た
。
ど
う
せ
な
ら
B

G
M
も
と
い
う
こ
と
で
小
さ
な
ラ

ジ
カ
セ
で
琴
音
楽
を
流
し
な
が
ら

広
い
城
内
を
歩
き
ま
し
た
。
私
た

ち
は
桜
を
楽
し
み
、
周
囲
の
花
見

客
は
私
た
ち
を
見
て
楽
し
み
ま
し

た
。

　
う
れ
し
恥
か
し
の
思
い
出
を
た

く
さ
ん
残
し
て
彼
女
は
母
国
に
戻

っ
て
行
き
ま
し
た
。
今
は
手
紙
の

や
り
と
り
で
す
が
、
今
度
は
私
が

韓
国
に
行
っ
て
チ
ョ
ゴ
リ
姿
で
キ

ム
チ
を
買
い
に
行
く
番
だ
と
話
し

合
っ
て
い
ま
す
。

　
私
に
と
っ
て
国
際
交
流
と
は
決

し
て
特
別
で
な
く
、
「
普
通
の
友

達
」
に
な
る
こ
と
、
相
手
が
何
を

思
い
、
何
を
求
め
て
い
る
か
を
考

え
、
思
い
や
り
の
気
持
ち
で
接
す

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
．

第
　
回

ナ
イ
タ
ー
野
球

　
　
　
優
勝
は
コ
ン
ゴ
ー
ズ

　
町
民
グ
ラ
ン
ド
が
整
備
さ
れ
ナ

イ
タ
ー
（
照
明
）
施
設
も
完
成
し
、

野
球
愛
好
者
に
と
っ
て
は
待
ち
に

待
っ
た
夜
の
試
合
が
楽
し
め
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
町
野
球
連
盟
で
は
早
速
秋
の
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
戦
の
出
場
チ
ー
ム
を

募
集
、
十
一
チ
ー
ム
が
参
加
し
て

く
れ
る
事
に
な
り
、
点
灯
式
の
行

わ
れ
た
九
月
五
日
か
ら
開
幕
し
ま

し
た
。

　
参
加
し
た
各
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん

は
ナ
イ
タ
ー
経
験
が
ほ
と
ん
ど
な

く
、
フ
ラ
イ
を
落
し
た
り
、
な
ん

で
も
な
い
ゴ
ロ
を
エ
ラ
ー
し
た
り

と
、
珍
プ
レ
ー
が
続
出
す
る
試
合

が
大
半
で
し
た
．

　
こ
の
第
一
回
の
ナ
イ
タ
ー
で
優

勝
し
た
の
は
“
コ
ン
ゴ
ー
ズ
”
チ

ー
ム
で
し
た
。
コ
ン
ゴ
ー
ズ
は
郵

　
　
　
　
　
便
局
を
中
心
に
教
員

ナイター決勝戦、コンゴーズ対高橋組

や
野
球
好
き
の
人
達

が
集
ま
っ
た
チ
ー
ム

で
、
各
試
合
す
べ
て

逆
転
勝
ち
と
い
う
後

半
に
強
い
チ
ー
ム
で

す
。

　
準
優
勝
は
高
橋
組

チ
ー
ム
で
し
た
。

　
朝
は
ダ
メ
だ
け
ど

夜
な
ら
！
と
い
う
方

は
、
来
年
か
ら
是
非

小野塚和生男
　（松高三年）

　フランスで
　スキー合宿

　
県
ス
キ
ー
連
盟
で
は
、
県
内
ア

ル
ペ
ン
ス
キ
ー
選
手
の
技
術
力
向

上
を
目
指
し
て
海
外
合
宿
を
行
う

事
に
な
り
、
そ
の
遠
征
メ
ン
バ
ー

の
一
員
に
、
小
野
塚
和
生
君
（
中

坪
・
親
家
）
安
高
松
之
山
分
校
三

年
生
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

コ
ー
チ
と
し
て
柳
一
成
さ
ん
（
湯

本
・
千
歳
館
）
が
チ
ー
ム
に
同
行

し
、
選
手
の
指
導
に
あ
た
る
事
に

な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
合
宿
は
、
十
一
月
九
日
よ

り
十
七
日
間
、
フ
ラ
ン
ス
の
テ
ィ

ー
ニ
ュ
と
バ
ト
ラ
ン
ス
の
ニ
カ
所

の
ス
キ
i
場
で
行
わ
れ
、
三
十
日

に
帰
国
す
る
そ
う
で
す
。

　　　さ仲
　　　い間
　　　　Oに
　　　　　な
　　　　　つ
　　　　　て
　　　　　く
　　　　　だ
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と
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安
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光
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国際交流作文コンクール
新潟県主催
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す
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。
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げ
て
雪
近
し

羽
目
板
の
音
し
て
寺
院
静
破
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
　
戸

村
山
靖
玲
（
隠
居
）

村
山
光
城
（
森
下
）

⑮
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三千代夫人も参加して

第3回坂ロ安吾まつり

　
文
豪
坂
口
安
吾
の
文
学
碑
が
建

立
さ
れ
た
翌
年
か
ら
行
わ
れ
い
る

”
安
吾
ま
つ
り
”
。
今
年
で
三
回

目
を
迎
え
、
十
月
二
十
日
に
全
国

の
安
吾
フ
ァ
ン
が
集
ま
っ
て
、
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
安
吾
ま
つ
り
に
は
、
坂

口
安
吾
の
奥
さ
ん
三
千
代
夫
人
と
、

作
家
石
川
淳
さ
ん
の
奥
さ
ん
が
揃

っ
て
出
席
さ
れ
た
ほ
か
、
安
吾
に

ゆ
か
り
の
あ
る
方
、
ま
た
熱
烈
な

フ
ァ
ン
の
方
た
ち
な
ど
一
〇
五
名

の
方
々
が
参
加
、
あ
り
し
日
の
坂

口
安
吾
を
偲
び
ま
し
た
。

　
二
十
日
の
午
後
三
時
に
セ
ン
タ

ー
に
集
合
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
ま

ず
松
之
山
小
学
校
前
に
建
立
さ
れ

て
い
る
文
学
碑
を
見
学
、
生
前
安

吾
が
大
好
き
だ
っ
た
お
酒
を
碑
に

か
け
て
供
養
し
た
後
、
全
員
で
大

安吾が生前大好きだったお酒を

碑に注いで冥福をいのる

棟
山
博
物
館
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　
博
物
館
で
は
安
吾
の
部
屋
が
一

番
気
に
い
っ
た
と
い
う
人
が
多
く
、

床
に
座
っ
て
物
思
い
に
ふ
け
る
若

い
女
性
フ
ァ
ン
の
姿
が
印
象
的
で

し
た
。

　
再
び
休
養
村
セ
ン
タ
ー
に
戻
り
、

地
酒
と
キ
ノ
コ
汁
、
コ
シ
ヒ
カ
リ

の
お
に
ぎ
り
で
パ
ー
テ
ィ
が
開
か

れ
、
坂
口
三
千
代
夫
人
を
囲
ん
で

の
に
ぎ
や
か
な
ひ
と
と
き
を
過
し

ま
し
た
。
席
上
、
三
千
代
夫
人
は

「
こ
れ
ま
で
何
回
か
お
誘
い
を
い

た
だ
い
た
が
来
れ
な
か
っ
た
。
今

H
初
め
て
文
学
碑
を
拝
見
し
、
大

変
立
派
な
の
に
驚
い
た
。
拝
見
出

来
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思

う
。
」
と
、
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
参
加
さ
れ
た
中
に
は
遠

く
愛
知
県
や
広
島
県
の
方
も
お
り

ま
し
た
。
ま
た
坂
口
夫
人
や
石
川

夫
人
に
会
え
た
事
に
大
感
激
さ
れ

た
方
が
ほ
と
ん
ど
の
よ
う
で
、
夫

人
の
囲
り
に
は
い
つ
も
大
勢
の
フ

大棟山博物館の安吾の部屋で物思いにふける若い女性

ア
ン
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　
翌
日
は
全
員
で
大
厳
寺
高
原
の

紅
葉
を
見
学
、
そ
の
後
、
露
天
風

呂
と
美
人
林
散
策
の
二
つ
の
コ
ー

ス
に
分
か
れ
て
、
松
之
山
の
秋
を

十
分
満
喫
し
て
い
た
だ
き
、
昼
食

に
は
名
物
の
手
打
ち
そ
ば
を
味
わ

っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
午
後
一
時
過
ぎ
、
「
ま
た
来
年

も
是
非
来
た
い
。
」
と
い
う
言
葉

を
残
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
解
散
し
て

行
き
ま
し
た
。

パーティーに出席された三千代夫人（中央）と

石川　淳夫人（右側）

松
之
山
の

　
　
　
　
　
　
シ
ダ
植
物

　
松
之
山
町
に
は
お
よ
そ
四
十
種

類
の
シ
ダ
植
物
が
生
育
し
て
い
ま

す
。
シ
ダ
植
物
は
花
の
咲
か
な
い

日
陰
の
植
物
と
し
て
一
般
の
人
に

は
な
じ
み
の
少
な
い
植
物
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が
、
ワ
ラ
ビ
や
ゼ
ン
マ

イ
な
ど
は
山
菜
と
し
て
よ
く
知
ら

れ
て
い
ま
す
し
、
意
外
に
身
近
な

所
で
色
々
な
シ
ダ
植
物
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
シ
ダ
植
物
は
胞
子
が
芽
を
出
す

と
前
葉
体
と
呼
ば
れ
る
一
セ
ン
チ

た
ら
ず
の
緑
色
で
ハ
ー
ト
型
を
し

た
小
さ
な
体
を
作
り
ま
す
。
こ
の

前
葉
体
に
卵
と
精
子
が
作
ら
れ
、

受
精
し
て
幼
植
物
が
で
き
、
そ
れ

が
大
き
く
な
る
と
普
通
見
る
シ
ダ

の
体
に
な
り
、
そ
の
葉
の
裏
に
ま

た
胞
子
を
つ
け
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
シ
ダ
の
繁
殖
に
は
、
林
床
や
崖

の
窪
み
な
ど
湿
っ
た
場
所
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
比
較
的
暗

い
と
こ
ろ
で
も
生
育
で
き
る
も
の

が
多
い
た
め
森
林
の
代
表
的
な
下

草
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
シ
ダ
植
物
の
種
類
数

が
あ
る
地
域
の
植
物
全
体
の
種
類

数
に
占
め
る
割
合
を
シ
ダ
率
と
言

っ
て
、
そ
の
地
域
の
森
林
度
の
指

標
と
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
一
般
に
北
国
に
ほ
ど
植
物
の
種

類
数
は
少
な
く
な
り
、
か
わ
り
に

個
体
数
が
多
く
な
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
が
、
松
之
山
町
全
体
に
占
め

る
林
の
割
合
か
ら
見
る
と
、
シ
ダ

植
物
の
種
類
数
は
少
な
く
、
ま
た

大
き
な
群
落
も
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ

ま
せ
ん
。

　
こ
の
原
因
は
、
山
地
の
起
伏
が

緩
や
か
で
、
シ
ダ
の
生
育
に
適
し

た
谷
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
針
葉
樹

の
林
が
杉
林
以
外
に
無
く
、
針
葉

樹
林
帯
に
生
育
す
る
種
類
が
少
な

い
、
多
雪
の
影
響
で
着
生
シ
ダ
が

ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
、
崖
や
傾

斜
地
を
好
む
シ
ダ
に
と
っ
て
、
岩

の
崖
が
少
な
く
、
雪
崩
崩
壊
に
よ

っ
て
安
定
し
た
崖
が
な
い
、
な
ど

に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
松
之
山
町
内
で
最
も
普
通
に
見

ら
れ
る
シ
ダ
植
物
は
、
ス
ギ
ナ

（
胞
子
を
付
け
る
茎
が
ツ
ク
シ
）
、

ゼ
ン
マ
イ
、
ワ
ラ
ビ
、
ク
サ
ソ
テ

ツ
（
コ
ゴ
ミ
）
、
ヒ
メ
シ
ダ
、
ミ
ゾ

シ
ダ
、
ヘ
ビ
ノ
ネ
ゴ
ザ
、
ヤ
マ
イ

ヌ
ワ
ラ
ビ
、
イ
ヌ
ワ
ラ
ビ
な
ど
、

路
傍
、
林
の
縁
、
草
原
の
よ
う
な

と
こ
ろ
に
見
ら
れ
る
も
の
が
多
く
、

ク
ジ
ャ
ク
シ
ダ
、
ヤ
マ
ソ
テ
ツ
、

サ
ト
メ
シ
ダ
、
シ
シ
ガ
メ
シ
ラ
な

ど
、
林
床
や
林
縁
の
傾
斜
地
な
ど

クジャクシダ

『

クモノスシダ

に
生
育
す
る
種
類
は
そ
れ
ほ
ど
多

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
森
林
生
の
シ
ダ
と
し
て
は
、
サ

カ
ゲ
イ
ノ
デ
、
ジ
ュ
ウ
モ
ン
ジ
シ

ダ
、
シ
ノ
ブ
カ
グ
マ
、
リ
ョ
ウ
メ

ン
シ
ダ
、
ナ
ラ
イ
シ
ダ
、
ミ
ヤ
マ

ベ
ニ
シ
ダ
、
オ
シ
ダ
、
オ
ク
マ
ワ

ラ
ビ
、
ミ
ヤ
マ
シ
ケ
シ
ダ
、
ミ
ヤ

マ
シ
シ
ガ
ラ
シ
な
ど
が
林
の
中
に

見
ら
れ
ま
す
が
、
ぞ
の
生
育
場
所

は
限
ら
れ
て
お
り
、
大
き
な
群
落

は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

中
で
比
較
的
珍
し
い
の
は
、
ミ
ヤ

マ
シ
シ
ガ
ラ
シ
が
そ
れ
よ
り
低
地

に
分
布
す
る
シ
シ
ガ
ラ
シ
と
同
じ

と
こ
ろ
に
混
生
し
て
み
れ
る
こ
と

で
す
。
ま
た
、
イ
ワ
ガ
ネ
ソ
ウ
、

ツ
ル
デ
ン
ダ
、
ヤ
マ
ヤ
ブ
ソ
テ
ツ
、

ク
モ
ノ
ス
シ
ダ
、
エ
ゾ
デ
ン
ダ
、

サ
ン
シ
ョ
ウ
モ
な
ど
、
周
辺
地
域

で
は
必
ず
し
も
珍
し
い
シ
ダ
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
松
之
山
町
域
内

で
は
極
く
限
ら
れ
た
場
所
だ
け
に

生
育
す
る
貴
重
な
種
類
も
あ
り
ま

す
。
ま
だ
、
周
辺
地
域
に
生
育
の

見
ら
れ
る
種
類
で
、
松
之
山
に
も

生
育
の
可
能
性
の
高
い
シ
ダ
が
か

な
り
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
調
査

で
は
発
見
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
シ
ダ
は
目
立
だ
な
い
地
味
な
植

物
で
す
が
、
良
く
見
る
と
な
か
な

か
風
情
が
あ
り
、
色
、
形
、
芽
立

ち
の
様
子
な
ど
実
に
様
々
で
す
。

豊
か
な
松
之
山
の
緑
の
一
員
と
し

て
、
た
ま
に
は
シ
ダ
に
も
目
を
む

け
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
文
責
　
上
越
教
育
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
大
悟
法
滋

●
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三千代夫人も参加して

第3回坂ロ安吾まつり

　
文
豪
坂
口
安
吾
の
文
学
碑
が
建

立
さ
れ
た
翌
年
か
ら
行
わ
れ
い
る

”
安
吾
ま
つ
り
”
。
今
年
で
三
回

目
を
迎
え
、
十
月
二
十
日
に
全
国

の
安
吾
フ
ァ
ン
が
集
ま
っ
て
、
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
安
吾
ま
つ
り
に
は
、
坂

口
安
吾
の
奥
さ
ん
三
千
代
夫
人
と
、

作
家
石
川
淳
さ
ん
の
奥
さ
ん
が
揃

っ
て
出
席
さ
れ
た
ほ
か
、
安
吾
に

ゆ
か
り
の
あ
る
方
、
ま
た
熱
烈
な

フ
ァ
ン
の
方
た
ち
な
ど
一
〇
五
名

の
方
々
が
参
加
、
あ
り
し
日
の
坂

口
安
吾
を
偲
び
ま
し
た
。

　
二
十
日
の
午
後
三
時
に
セ
ン
タ

ー
に
集
合
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
ま

ず
松
之
山
小
学
校
前
に
建
立
さ
れ

て
い
る
文
学
碑
を
見
学
、
生
前
安

吾
が
大
好
き
だ
っ
た
お
酒
を
碑
に

か
け
て
供
養
し
た
後
、
全
員
で
大

安吾が生前大好きだったお酒を

碑に注いで冥福をいのる

棟
山
博
物
館
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　
博
物
館
で
は
安
吾
の
部
屋
が
一

番
気
に
い
っ
た
と
い
う
人
が
多
く
、

床
に
座
っ
て
物
思
い
に
ふ
け
る
若

い
女
性
フ
ァ
ン
の
姿
が
印
象
的
で

し
た
。

　
再
び
休
養
村
セ
ン
タ
ー
に
戻
り
、

地
酒
と
キ
ノ
コ
汁
、
コ
シ
ヒ
カ
リ

の
お
に
ぎ
り
で
パ
ー
テ
ィ
が
開
か

れ
、
坂
口
三
千
代
夫
人
を
囲
ん
で

の
に
ぎ
や
か
な
ひ
と
と
き
を
過
し

ま
し
た
。
席
上
、
三
千
代
夫
人
は

「
こ
れ
ま
で
何
回
か
お
誘
い
を
い

た
だ
い
た
が
来
れ
な
か
っ
た
。
今

H
初
め
て
文
学
碑
を
拝
見
し
、
大

変
立
派
な
の
に
驚
い
た
。
拝
見
出

来
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思

う
。
」
と
、
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
参
加
さ
れ
た
中
に
は
遠

く
愛
知
県
や
広
島
県
の
方
も
お
り

ま
し
た
。
ま
た
坂
口
夫
人
や
石
川

夫
人
に
会
え
た
事
に
大
感
激
さ
れ

た
方
が
ほ
と
ん
ど
の
よ
う
で
、
夫

人
の
囲
り
に
は
い
つ
も
大
勢
の
フ

大棟山博物館の安吾の部屋で物思いにふける若い女性

ア
ン
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　
翌
日
は
全
員
で
大
厳
寺
高
原
の

紅
葉
を
見
学
、
そ
の
後
、
露
天
風

呂
と
美
人
林
散
策
の
二
つ
の
コ
ー

ス
に
分
か
れ
て
、
松
之
山
の
秋
を

十
分
満
喫
し
て
い
た
だ
き
、
昼
食

に
は
名
物
の
手
打
ち
そ
ば
を
味
わ

っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
午
後
一
時
過
ぎ
、
「
ま
た
来
年

も
是
非
来
た
い
。
」
と
い
う
言
葉

を
残
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
解
散
し
て

行
き
ま
し
た
。

パーティーに出席された三千代夫人（中央）と

石川　淳夫人（右側）

松
之
山
の

　
　
　
　
　
　
シ
ダ
植
物

　
松
之
山
町
に
は
お
よ
そ
四
十
種

類
の
シ
ダ
植
物
が
生
育
し
て
い
ま

す
。
シ
ダ
植
物
は
花
の
咲
か
な
い

日
陰
の
植
物
と
し
て
一
般
の
人
に

は
な
じ
み
の
少
な
い
植
物
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が
、
ワ
ラ
ビ
や
ゼ
ン
マ

イ
な
ど
は
山
菜
と
し
て
よ
く
知
ら

れ
て
い
ま
す
し
、
意
外
に
身
近
な

所
で
色
々
な
シ
ダ
植
物
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
シ
ダ
植
物
は
胞
子
が
芽
を
出
す

と
前
葉
体
と
呼
ば
れ
る
一
セ
ン
チ

た
ら
ず
の
緑
色
で
ハ
ー
ト
型
を
し

た
小
さ
な
体
を
作
り
ま
す
。
こ
の

前
葉
体
に
卵
と
精
子
が
作
ら
れ
、

受
精
し
て
幼
植
物
が
で
き
、
そ
れ

が
大
き
く
な
る
と
普
通
見
る
シ
ダ

の
体
に
な
り
、
そ
の
葉
の
裏
に
ま

た
胞
子
を
つ
け
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
シ
ダ
の
繁
殖
に
は
、
林
床
や
崖

の
窪
み
な
ど
湿
っ
た
場
所
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
比
較
的
暗

い
と
こ
ろ
で
も
生
育
で
き
る
も
の

が
多
い
た
め
森
林
の
代
表
的
な
下

草
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
シ
ダ
植
物
の
種
類
数

が
あ
る
地
域
の
植
物
全
体
の
種
類

数
に
占
め
る
割
合
を
シ
ダ
率
と
言

っ
て
、
そ
の
地
域
の
森
林
度
の
指

標
と
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
一
般
に
北
国
に
ほ
ど
植
物
の
種

類
数
は
少
な
く
な
り
、
か
わ
り
に

個
体
数
が
多
く
な
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
が
、
松
之
山
町
全
体
に
占
め

る
林
の
割
合
か
ら
見
る
と
、
シ
ダ

植
物
の
種
類
数
は
少
な
く
、
ま
た

大
き
な
群
落
も
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ

ま
せ
ん
。

　
こ
の
原
因
は
、
山
地
の
起
伏
が

緩
や
か
で
、
シ
ダ
の
生
育
に
適
し

た
谷
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
針
葉
樹

の
林
が
杉
林
以
外
に
無
く
、
針
葉

樹
林
帯
に
生
育
す
る
種
類
が
少
な

い
、
多
雪
の
影
響
で
着
生
シ
ダ
が

ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
、
崖
や
傾

斜
地
を
好
む
シ
ダ
に
と
っ
て
、
岩

の
崖
が
少
な
く
、
雪
崩
崩
壊
に
よ

っ
て
安
定
し
た
崖
が
な
い
、
な
ど

に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
松
之
山
町
内
で
最
も
普
通
に
見

ら
れ
る
シ
ダ
植
物
は
、
ス
ギ
ナ

（
胞
子
を
付
け
る
茎
が
ツ
ク
シ
）
、

ゼ
ン
マ
イ
、
ワ
ラ
ビ
、
ク
サ
ソ
テ

ツ
（
コ
ゴ
ミ
）
、
ヒ
メ
シ
ダ
、
ミ
ゾ

シ
ダ
、
ヘ
ビ
ノ
ネ
ゴ
ザ
、
ヤ
マ
イ

ヌ
ワ
ラ
ビ
、
イ
ヌ
ワ
ラ
ビ
な
ど
、

路
傍
、
林
の
縁
、
草
原
の
よ
う
な

と
こ
ろ
に
見
ら
れ
る
も
の
が
多
く
、

ク
ジ
ャ
ク
シ
ダ
、
ヤ
マ
ソ
テ
ツ
、

サ
ト
メ
シ
ダ
、
シ
シ
ガ
メ
シ
ラ
な

ど
、
林
床
や
林
縁
の
傾
斜
地
な
ど

クジャクシダ

『

クモノスシダ

に
生
育
す
る
種
類
は
そ
れ
ほ
ど
多

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
森
林
生
の
シ
ダ
と
し
て
は
、
サ

カ
ゲ
イ
ノ
デ
、
ジ
ュ
ウ
モ
ン
ジ
シ

ダ
、
シ
ノ
ブ
カ
グ
マ
、
リ
ョ
ウ
メ

ン
シ
ダ
、
ナ
ラ
イ
シ
ダ
、
ミ
ヤ
マ

ベ
ニ
シ
ダ
、
オ
シ
ダ
、
オ
ク
マ
ワ

ラ
ビ
、
ミ
ヤ
マ
シ
ケ
シ
ダ
、
ミ
ヤ

マ
シ
シ
ガ
ラ
シ
な
ど
が
林
の
中
に

見
ら
れ
ま
す
が
、
ぞ
の
生
育
場
所

は
限
ら
れ
て
お
り
、
大
き
な
群
落

は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

中
で
比
較
的
珍
し
い
の
は
、
ミ
ヤ

マ
シ
シ
ガ
ラ
シ
が
そ
れ
よ
り
低
地

に
分
布
す
る
シ
シ
ガ
ラ
シ
と
同
じ

と
こ
ろ
に
混
生
し
て
み
れ
る
こ
と

で
す
。
ま
た
、
イ
ワ
ガ
ネ
ソ
ウ
、

ツ
ル
デ
ン
ダ
、
ヤ
マ
ヤ
ブ
ソ
テ
ツ
、

ク
モ
ノ
ス
シ
ダ
、
エ
ゾ
デ
ン
ダ
、

サ
ン
シ
ョ
ウ
モ
な
ど
、
周
辺
地
域

で
は
必
ず
し
も
珍
し
い
シ
ダ
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
松
之
山
町
域
内

で
は
極
く
限
ら
れ
た
場
所
だ
け
に

生
育
す
る
貴
重
な
種
類
も
あ
り
ま

す
。
ま
だ
、
周
辺
地
域
に
生
育
の

見
ら
れ
る
種
類
で
、
松
之
山
に
も

生
育
の
可
能
性
の
高
い
シ
ダ
が
か

な
り
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
調
査

で
は
発
見
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
シ
ダ
は
目
立
だ
な
い
地
味
な
植

物
で
す
が
、
良
く
見
る
と
な
か
な

か
風
情
が
あ
り
、
色
、
形
、
芽
立

ち
の
様
子
な
ど
実
に
様
々
で
す
。

豊
か
な
松
之
山
の
緑
の
一
員
と
し

て
、
た
ま
に
は
シ
ダ
に
も
目
を
む

け
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
文
責
　
上
越
教
育
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
大
悟
法
滋

●
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町
農
業
祭

　
　
　
　
　
婦
人
会
も

　
伝
え
て
い
き
た
い
わ
が
家
の
味

と
香
り
の
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
に
、

四
六
品
目
が
出
揃
っ
た
。
日
頃
の

腕
前
に
更
に
磨
き
を
か
け
た
こ
の

味
、
ち
ょ
っ
と
摘
ん
で
み
る
と
、

さ
す
が
は
自
慢
料
理
、
美
味
さ
抜

群
〃
　
「
み
ん
な
い
い
、
こ
の
中

か
ら
十
点
を
選
ぶ
な
ん
て
む
ず
か

し
い
し
、
辛
い
よ
ね
」
は
東
頸
普

及
所
関
沢
指
導
員
、
他
審
査
員
も

同
じ
気
持
ち
、
苦
心
と
熱
意
の
素

晴
ら
し
い
味
自
慢
を
出
品
し
て
下

さ
っ
た
方
々
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

「
頑
張
り
ま
し
た
」

　
ま
た
、
役
員
の
皆
さ
ん
に
は
前

日
か
ら
、
そ
ば
打
ち
、
あ
ん
ぽ
作

り
に
奮
闘
い
た
だ
い
た
り
、
当
日

は
早
朝
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に

活
躍
願
い
ま
し
た
。
数
は
総
員
七

〇
名
、
今
年
都
合
で
連
合
婦
人
会

を
休
ん
で
い
る
部
落
か
ら
も
応
援

に
か
け
つ
け
て
も
ら
い
、
町
内
全

部
落
の
婦
人
の
活
力
が
一
つ
に
な

っ
て
働
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
我

が
松
之
山
町
が
大
好
き
だ
し
、
ほ

ん
と
う
に
大
事
だ
か
ら
頑
張
り
ま

し
た
。

46品が出品されたわが家の味

香り展。どれも美味しい！
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動
の
柱
で
あ
り
、
先
輩
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姉
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
受
け
継
が
れ
て
き
た
恒
例
の
も
ち

●

現在60名程の参加者がいるエアロビクスダ

ンス「恥ずかしい！」という声があちこち

から。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
試

新
し
い
風
を
心
地
よ
く
感
じ
て
　
　
　
ー
，

「
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
の
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
ダ
ン
ス
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
ノ

　
文
化
協
会
の
芸
能
発
表
会
の
お

仲
間
に
入
れ
て
も
ら
い
ま
し
た
ダ

ン
ス
の
発
表
は
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン

の
皆
さ
ん
は
勿
論
、
だ
ん
な
さ
ん

方
も
か
け
つ
け
て
、
緊
張
し
な
が

ら
カ
メ
ラ
を
構
え
て
お
ら
れ
ま
し

た
よ
。

　
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
ダ
ン
ス
は
健
康

づ
く
り
に
い
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
婦
人
た
ち
が
同
じ
目
的

に
向
っ
て
躍
る
・
燃
え
る
・
輝
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

そ
ん
な
は
じ
け
る
若
さ
が
、
こ
れ

か
ら
の
松
之
山
町
を
明
る
く
し
て

行
っ
て
く
れ
る
。
最
高
に
、
い
い
仲

間
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
冬
期
問
も
続
け
た
い
の
で
す
が

雪
の
夜
道
は
車
の
危
険
が
い
っ
ぱ

い
。
こ
こ
は
先
ず
用
心
！
　
十
一

月
い
っ
ぱ
い
で
婦
人
教
室
を
閉
じ

て
、
新
し
い
年
に
期
待
し
ま
し
ょ

う
。

一繭 、
米
一
握
り
運
動
、
今
年
が
三
二
回

目
を
数
え
、
こ
れ
は
、
松
之
山
町

か
ら
離
れ
て
県
内
の
施
設
で
正
月

を
迎
え
る
人
た
ち
に
贈
り
続
け
て

来
ま
し
た
「
助
け
あ
い
の
運
動
」

で
す
。

　
今
年
も
婦
人
会
役
員
が
回
り
ま

す
の
で
、
町
内
の
ご
家
庭
か
ら
汗

水
の
結
晶
を
一
握
り
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

　
　
「
十
一
月
二
十
六
日
牛
乳
パ
ッ

ク
回
収
日
」
に
、
同
じ
場
所
で
回

収
集
荷
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ゆ
｝
）

　
　
　
　
レ

一」匹｝　　　一　　　騨■｛一1

牛
乳
パ

ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル

　
　
　
　
”
紙
す
き
”
に
挑
戦

　
農
業
祭
に
見
て
い
た
だ
こ
う
と
、

町
役
員
は
小
見
美
晴
さ
ん
を
リ
ー

ダ
ー
に
し
て
手
づ
く
り
郵
便
ハ
ガ

キ
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
農
業
祭
当
日
は
セ
ン
タ
ー
の
廊

下
に
展
示
し
ま
し
た
が
、
大
変
混
，

み
あ
っ
て
い
る
中
で
お
目
に
止
ま

り
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
？

　
中
に
は
売
っ
て
欲
し
い
と
の
声

も
か
か
り
ま
し
て
、
関
係
役
員
を

喜
ば
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
手
づ
く
り
は
人
手
が
か
か
り
ま

す
が
、
も
っ
と
上
手
に
な
っ
て
是

非
買
っ
て
い
た
だ
き
、
活
動
資
金

に
で
き
た
ら
い
い
な
な
ど
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
今
回
の
パ
ッ
ク
回
収
量
は
、
二

一
六
キ
ロ
で
し
た
。
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
十
一
月
の
回
収
は
、
二

十
六
日
の
月
曜
日
に
行
い
ま
す
。

●騰等＿
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農業祭に展示された牛乳パックで作った手製

パガキ。見ていただけましたか？
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国民健康保険・国民年金

出稼ぎに行かれる方は
　異動手続きを忘れずに！

社
会
保
険
に
加
入
し
た
ら

証
明
書
を
送
っ
て
く
だ
さ
い

　
出
稼
ぎ
の
時
期
が
や
っ
て
来
ま

し
た
。
出
ら
れ
る
方
も
残
る
家
族

の
方
も
、
一
番
心
配
な
の
が
健
康

で
す
。
そ
こ
で
手
続
き
だ
け
は
し

っ
か
り
済
ま
せ
て
、
安
心
し
て
働

い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
出
稼
ぎ
で
社
会
保
険
等
職
場
の

健
康
保
険
に
加
入
す
る
人
は
、
出

稼
ぎ
に
出
る
前
に
役
場
国
保
係
か

ら
、
社
会
保
険
加
入
証
明
書
の
用

紙
を
も
ら
い
、
会
社
か
ら
証
明
を

受
け
て
出
来
る
だ
け
早
く
役
場
に

送
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
証
明
書
が
届
く
と
、
あ
な

た
の
家
庭
に
連
絡
し
て
国
民
健
康

保
険
証
は
役
場
へ
返
し
て
も
ら
い

羅
、
、
㌦

＼

う
談

　
　
賊翻

　
　
　
　
嶺
￥

　
十
一
月
二
十
二
日
、
夜
六
時
三

〇
分
、
公
民
館
調
理
室
に
て
、
講

師
は
町
役
員
。
メ
ニ
ュ
ー
の
方
は

検
討
中
で
す
。
出
来
上
っ
た
料
理

で
夕
食
会
を
し
な
が
ら
最
終
の
楽

し
い
交
流
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
、
二
十
日
ま
で
に

公
民
館
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
す
。
こ
の
手
続
き
が
遅
れ
ま
す

と
、
医
療
機
関
の
請
求
が
ダ
ブ
ッ

た
り
、
ト
ラ
ブ
ル
の
も
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
も
う
一
枚
の
保
険
証

　
保
険
証
は
、
一
世
帯
一
枚
が
原

則
で
す
が
、
出
稼
ぎ
や
長
期
の
旅

行
・
修
学
な
ど
の
と
き
は
一
枚
の

保
険
証
で
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
。

こ
う
い
う
場
合
に
限
り
、
も
う
一

枚
特
別
の
保
険
証
を
受
け
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。

　
出
稼
ぎ
で
会
社
の
社
会
保
険
に

加
入
し
な
い
人
は
、
こ
の
特
別
な

保
険
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金

　
現
在
国
民
年
金
を
納
め
て
い
る

、
方
が
出
稼
ぎ
先
で
厚
生
年
金
に
加

入
す
る
と
第
二
号
被
保
険
者
と
な

り
、
そ
の
夫
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

奥
さ
ん
は
今
ま
で
年
金
保
険
料
を

納
め
て
い
ま
し
た
が
、
第
三
号
被

保
険
者
と
な
り
保
険
料
は
納
め
な

く
て
も
良
く
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
加
入
・
喪
失
の
手
続

き
を
き
ち
ん
と
し
な
い
と
、
納
め

過
ぎ
た
り
足
り
な
か
っ
た
り
し
ま

す
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。
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。
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を
明
る
く
し
て

行
っ
て
く
れ
る
。
最
高
に
、
い
い
仲

間
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
冬
期
問
も
続
け
た
い
の
で
す
が

雪
の
夜
道
は
車
の
危
険
が
い
っ
ぱ

い
。
こ
こ
は
先
ず
用
心
！
　
十
一

月
い
っ
ぱ
い
で
婦
人
教
室
を
閉
じ

て
、
新
し
い
年
に
期
待
し
ま
し
ょ

う
。

一繭 、
米
一
握
り
運
動
、
今
年
が
三
二
回

目
を
数
え
、
こ
れ
は
、
松
之
山
町

か
ら
離
れ
て
県
内
の
施
設
で
正
月

を
迎
え
る
人
た
ち
に
贈
り
続
け
て

来
ま
し
た
「
助
け
あ
い
の
運
動
」

で
す
。

　
今
年
も
婦
人
会
役
員
が
回
り
ま

す
の
で
、
町
内
の
ご
家
庭
か
ら
汗

水
の
結
晶
を
一
握
り
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

　
　
「
十
一
月
二
十
六
日
牛
乳
パ
ッ

ク
回
収
日
」
に
、
同
じ
場
所
で
回

収
集
荷
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ゆ
｝
）

　
　
　
　
レ
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牛
乳
パ

ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル

　
　
　
　
”
紙
す
き
”
に
挑
戦

　
農
業
祭
に
見
て
い
た
だ
こ
う
と
、

町
役
員
は
小
見
美
晴
さ
ん
を
リ
ー

ダ
ー
に
し
て
手
づ
く
り
郵
便
ハ
ガ

キ
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
農
業
祭
当
日
は
セ
ン
タ
ー
の
廊

下
に
展
示
し
ま
し
た
が
、
大
変
混
，

み
あ
っ
て
い
る
中
で
お
目
に
止
ま

り
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
？

　
中
に
は
売
っ
て
欲
し
い
と
の
声

も
か
か
り
ま
し
て
、
関
係
役
員
を

喜
ば
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
手
づ
く
り
は
人
手
が
か
か
り
ま

す
が
、
も
っ
と
上
手
に
な
っ
て
是

非
買
っ
て
い
た
だ
き
、
活
動
資
金

に
で
き
た
ら
い
い
な
な
ど
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
今
回
の
パ
ッ
ク
回
収
量
は
、
二

一
六
キ
ロ
で
し
た
。
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
十
一
月
の
回
収
は
、
二

十
六
日
の
月
曜
日
に
行
い
ま
す
。

●騰等＿
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農業祭に展示された牛乳パックで作った手製

パガキ。見ていただけましたか？

讐轍
蝋蜘職

国民健康保険・国民年金

出稼ぎに行かれる方は
　異動手続きを忘れずに！

社
会
保
険
に
加
入
し
た
ら

証
明
書
を
送
っ
て
く
だ
さ
い

　
出
稼
ぎ
の
時
期
が
や
っ
て
来
ま

し
た
。
出
ら
れ
る
方
も
残
る
家
族

の
方
も
、
一
番
心
配
な
の
が
健
康

で
す
。
そ
こ
で
手
続
き
だ
け
は
し

っ
か
り
済
ま
せ
て
、
安
心
し
て
働

い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
出
稼
ぎ
で
社
会
保
険
等
職
場
の

健
康
保
険
に
加
入
す
る
人
は
、
出

稼
ぎ
に
出
る
前
に
役
場
国
保
係
か

ら
、
社
会
保
険
加
入
証
明
書
の
用

紙
を
も
ら
い
、
会
社
か
ら
証
明
を

受
け
て
出
来
る
だ
け
早
く
役
場
に

送
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
証
明
書
が
届
く
と
、
あ
な

た
の
家
庭
に
連
絡
し
て
国
民
健
康

保
険
証
は
役
場
へ
返
し
て
も
ら
い

羅
、
、
㌦

＼

う
談

　
　
賊翻

　
　
　
　
嶺
￥

　
十
一
月
二
十
二
日
、
夜
六
時
三

〇
分
、
公
民
館
調
理
室
に
て
、
講

師
は
町
役
員
。
メ
ニ
ュ
ー
の
方
は

検
討
中
で
す
。
出
来
上
っ
た
料
理

で
夕
食
会
を
し
な
が
ら
最
終
の
楽

し
い
交
流
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
、
二
十
日
ま
で
に

公
民
館
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
す
。
こ
の
手
続
き
が
遅
れ
ま
す

と
、
医
療
機
関
の
請
求
が
ダ
ブ
ッ

た
り
、
ト
ラ
ブ
ル
の
も
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
も
う
一
枚
の
保
険
証

　
保
険
証
は
、
一
世
帯
一
枚
が
原

則
で
す
が
、
出
稼
ぎ
や
長
期
の
旅

行
・
修
学
な
ど
の
と
き
は
一
枚
の

保
険
証
で
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
。

こ
う
い
う
場
合
に
限
り
、
も
う
一

枚
特
別
の
保
険
証
を
受
け
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。

　
出
稼
ぎ
で
会
社
の
社
会
保
険
に

加
入
し
な
い
人
は
、
こ
の
特
別
な

保
険
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
国
民
年
金

　
現
在
国
民
年
金
を
納
め
て
い
る

、
方
が
出
稼
ぎ
先
で
厚
生
年
金
に
加

入
す
る
と
第
二
号
被
保
険
者
と
な

り
、
そ
の
夫
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

奥
さ
ん
は
今
ま
で
年
金
保
険
料
を

納
め
て
い
ま
し
た
が
、
第
三
号
被

保
険
者
と
な
り
保
険
料
は
納
め
な

く
て
も
良
く
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
加
入
・
喪
失
の
手
続

き
を
き
ち
ん
と
し
な
い
と
、
納
め

過
ぎ
た
り
足
り
な
か
っ
た
り
し
ま

す
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

●



ー
窃
の
ー

㊤

皆さんからのお便りをお待ちして

　私の勤めている工場は大変忙が

しく、製晶を問に合わせるために

夜の11時・12時になります。

　女子の深夜労働について教えて

ください。　　　（議会事務局提案）

お
答
え
し
ま
す
鞭
労
働
者
の
安
全

ま
た
は
賃
金
を
保
障
・
管
理
す
る

法
律
に
、
労
働
基
準
法
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
女
子

労
働
者
の
時
間
外
労
働
に
つ
い
て

は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
、
工
業
的
業
種
の
事
業
に
従
事

　
す
る
女
子
労
働
者

○
製
造
業
・
鉱
業
・
土
木
・
建
築

業
工
業
的
業
種
の
事
業
に
従
事
す

る
満
十
八
歳
以
上
の
女
子
労
働
者

に
つ
い
て
は
、
一
週
に
つ
い
て
は

六
時
間
以
上
、
一
年
に
つ
い
て
は

百
五
十
時
間
以
上
労
働
さ
せ
て
は

い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。二

、
非
工
業
的
業
種
の
事
業
に
従

　
事
す
る
女
子
労
働
者

o
非
工
業
的
業
種
の
事
業
に
従
事

す
る
満
十
八
歳
以
上
の
女
子
労
働

者
に
つ
い
て
は
、
週
又
は
年
を
単

位
と
し
て
、
次
表
の
よ
う
な
範
囲

が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
深
夜
労
働
が
認
め
ら
れ
る
場
合

　
女
子
の
深
夜
労
働
は
、
原
則
と

し
て
禁
止
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

女
子
の
健
康
及
び
福
祉
に
有
害
で

な
い
業
種
に
つ
い
て
は
、
例
外
的

に
認
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
男
女

雇
用
均
等
法
の
制
定
に
伴
い
従
来

の
規
制
が
多
少
緩
和
さ
れ
、
次
の

事
業
に
従
事
す
る
女
子
に
深
夜
労

働
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
農
林
畜
産
水
産
業
、
保
健
衛
生

　
の
事
業
、
旅
館
飲
食
店
接
客
娯

　
楽
の
事
業
、
電
話
の
事
業
。

年 す週 規
間 るを 制
の　‘ 規単 の
規 制位 種

一

　　　と
　　一　　　い左
　四三、二一　　　ずの

類
　
　
　
　

単

年
　　　　れう
週週週週　　　かち

位

囲一 四二三一二一一六
内五 八四六八四二二時
のO 時時時時時時時闇
一時
定間

間間間間間間問以
以以以以以以以上

規

時以
問上

下上下上下上下
の　　の　　の　　の

制

一
一
一
〇

範　範　範　範
囲　囲　囲　囲

の

O
時

内　内　内　内
の　　の　　の　　の

時

・
間
以

＝　　一　　一　　一
定　定　定　定

間

下 時　時　時　時
の 間　間　間　間
範

○
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
・
映
画
の
製

作
関
係
者
・
旅
送
等
に
関
係
す

る
人
。
そ
の
他
．

　
　
以
上
の
よ
う
に
、
ご
く
一
部

　
の
職
種
に
し
か
深
夜
労
働
が
許

　
さ
れ
て
い
な
い
事
に
な
り
ま
す
。

歯②圃愈。ロメ罷

アフター（口内炎）

　　について

　
今
回
は
口
の
中
に
で
き
る
と
て

も
痛
い
、
口
内
炎
に
つ
い
て
原
因

と
治
療
法
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
口
内
炎
に
も
色
々
あ
り
ま
す
が
、

い
ち
ば
ん
多
く
見
ら
れ
る
の
は
歯

肉
口
内
炎
と
壊
死
性
潰
瘍
性
歯
肉

炎
の
ふ
た
つ
で
す
。

　
歯
肉
口
内
炎
は
、
一
歳
半
か
ら

六
歳
く
ら
い
ま
で
の
幼
児
が
特
に

か
か
り
や
す
く
、
時
に
は
成
人
も

か
か
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
薄
い
粘

膜
の
小
水
泡
が
破
れ
た
た
め
に
で

き
た
も
の
で
、
．
口
の
中
に
ポ
ツ
ン
、

ポ
ツ
ン
と
現
わ
れ
る
の
が
特
長
で
、

症
状
と
し
て
は
発
熱
、
歯
肉
の
腫

れ
、
時
に
は
顔
や
体
に
も
現
わ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
問
題
な
の
は
大
人
の
か
か
る
壊

死
性
潰
瘍
性
歯
肉
炎
症
で
、
経
験

の
あ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

カ
ゼ
に
か
か
っ
た
時
、
過
度
の
疲

労
な
ど
の
後
に
で
き
る
こ
と
が
多

く
、
水
や
お
湯
、
し
ょ
っ
ぱ
い
も

の
に
し
み
た
り
し
て
非
常
に
不
愉

快
な
も
の
で
、
ひ
ど
く
な
る
と
食

事
も
出
来
ま
せ
ん
。

　
大
体
二
週
間
位
で
な
お
り
ま
す

が
、
治
療
と
し
て
は
、
栄
養
を
補

給
し
て
体
力
の
回
復
を
待
つ
し
か

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
最
近
ソ

フ
ト
レ
ー
ザ
ー
な
る
機
器
が
出
来

ま
■
し
た
の
で
、
患
者
さ
ん
に
と
っ

て
は
非
常
に
朗
報
で
す
。
こ
の
ソ

フ
ト
レ
ー
ザ
ー
と
は
、
一
分
く
ら

い
口
内
炎
に
あ
て
る
だ
け
で
痛
み

が
と
れ
、
ま
た
、
な
お
り
が
と
っ

て
も
早
く
な
り
ま
す
。

　
レ
ー
ザ
ー
は
痛
く
も
な
ん
と
も

な
い
の
で
、
口
内
炎
に
か
か
っ
た

ら
一
度
歯
医
者
さ
ん
に
行
っ
て
み

た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

　　　　　　　　じ融く～
　　　　　　愛1ろd》　」』

じ」
鮒．

（生年月日）

2・9・28
2・10・19

お’めでた（齢…）
のロ　か

千佳ちゃん　高橋　勉さんの二女（天水島）
かロきゆき

和幸ちゃん　南雲　武さんの長男（松之山）

（死亡年月日

2・9・30
2・10・8
2・10・8

2・10・10
2・10・10
2・10・20
2・10・21

∩
乙
　
6
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0
乙
　
0
乙
　
つ
0

0
　
　
0
　
　
0

1
　
　
1
　
　
1

0
乙
　
　
0
乙
　
　
∩
乙

瞬

お《や》み（露亡）
津端　ヨネさん　64歳（光　間）金塚

竹内　フジさん　90歳（湯之島）大した

小野塚サツさん　84歳（東　川）向

山岸　シチさん　83歳（新　山）南

高橋　スミさん　94歳（中　尾）中屋敷

小野塚ユキさん　78歳（上蝦池）中村

山岸　　進さん　50歳（新　山）貢屋

佐藤　彦市さん　78歳（曽　根）松屋

相田新一郎さん　63歳（大荒戸）秋田屋

相田　弥吉さん　94歳（大荒戸）中屋敷

※10月1日から31日までの届出分です。
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黒先生き（3手まで

m
月
号
の
答
え

　詰碁の解答を募集してい

ます。11月26日までにハガ

キなどで広報担当まで。

　正解者には粗品を進呈。

正解者

若井千代松さん（小　谷）

村山　　伸さん（湯　本）

久保田光栄さん（天水島）

　
㊨
二
子
を
助
け
な
い
こ
と
に
は
、
白
を
殺

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
初
手
は
と
も
か
く

3
手
目
で
わ
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
黒
1
と
ハ
ウ
の
は
誰
で
も
打
て
る
。

　
し
か
し
、
白
2
に
黒
3
と
サ
ガ
る
手
は
、

ち
ょ
っ
と
盲
点
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

②



ー
窃
の
ー

㊤

皆さんからのお便りをお待ちして

　私の勤めている工場は大変忙が

しく、製晶を問に合わせるために

夜の11時・12時になります。

　女子の深夜労働について教えて

ください。　　　（議会事務局提案）

お
答
え
し
ま
す
鞭
労
働
者
の
安
全

ま
た
は
賃
金
を
保
障
・
管
理
す
る

法
律
に
、
労
働
基
準
法
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
女
子

労
働
者
の
時
間
外
労
働
に
つ
い
て

は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
、
工
業
的
業
種
の
事
業
に
従
事

　
す
る
女
子
労
働
者

○
製
造
業
・
鉱
業
・
土
木
・
建
築

業
工
業
的
業
種
の
事
業
に
従
事
す

る
満
十
八
歳
以
上
の
女
子
労
働
者

に
つ
い
て
は
、
一
週
に
つ
い
て
は

六
時
間
以
上
、
一
年
に
つ
い
て
は

百
五
十
時
間
以
上
労
働
さ
せ
て
は

い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。二

、
非
工
業
的
業
種
の
事
業
に
従

　
事
す
る
女
子
労
働
者

o
非
工
業
的
業
種
の
事
業
に
従
事

す
る
満
十
八
歳
以
上
の
女
子
労
働

者
に
つ
い
て
は
、
週
又
は
年
を
単

位
と
し
て
、
次
表
の
よ
う
な
範
囲

が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
深
夜
労
働
が
認
め
ら
れ
る
場
合

　
女
子
の
深
夜
労
働
は
、
原
則
と

し
て
禁
止
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

女
子
の
健
康
及
び
福
祉
に
有
害
で

な
い
業
種
に
つ
い
て
は
、
例
外
的

に
認
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
男
女

雇
用
均
等
法
の
制
定
に
伴
い
従
来

の
規
制
が
多
少
緩
和
さ
れ
、
次
の

事
業
に
従
事
す
る
女
子
に
深
夜
労

働
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
農
林
畜
産
水
産
業
、
保
健
衛
生

　
の
事
業
、
旅
館
飲
食
店
接
客
娯

　
楽
の
事
業
、
電
話
の
事
業
。

年 す週 規
間 るを 制
の　‘ 規単 の
規 制位 種

一

　　　と
　　一　　　い左
　四三、二一　　　ずの

類
　
　
　
　

単

年
　　　　れう
週週週週　　　かち

位

囲一 四二三一二一一六
内五 八四六八四二二時
のO 時時時時時時時闇
一時
定間

間間間間間間問以
以以以以以以以上

規

時以
問上

下上下上下上下
の　　の　　の　　の

制

一
一
一
〇

範　範　範　範
囲　囲　囲　囲

の

O
時

内　内　内　内
の　　の　　の　　の

時

・
間
以

＝　　一　　一　　一
定　定　定　定

間

下 時　時　時　時
の 間　間　間　間
範

○
ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
・
映
画
の
製

作
関
係
者
・
旅
送
等
に
関
係
す

る
人
。
そ
の
他
．

　
　
以
上
の
よ
う
に
、
ご
く
一
部

　
の
職
種
に
し
か
深
夜
労
働
が
許

　
さ
れ
て
い
な
い
事
に
な
り
ま
す
。

歯②圃愈。ロメ罷

アフター（口内炎）

　　について

　
今
回
は
口
の
中
に
で
き
る
と
て

も
痛
い
、
口
内
炎
に
つ
い
て
原
因

と
治
療
法
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
口
内
炎
に
も
色
々
あ
り
ま
す
が
、

い
ち
ば
ん
多
く
見
ら
れ
る
の
は
歯

肉
口
内
炎
と
壊
死
性
潰
瘍
性
歯
肉

炎
の
ふ
た
つ
で
す
。

　
歯
肉
口
内
炎
は
、
一
歳
半
か
ら

六
歳
く
ら
い
ま
で
の
幼
児
が
特
に

か
か
り
や
す
く
、
時
に
は
成
人
も

か
か
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
薄
い
粘

膜
の
小
水
泡
が
破
れ
た
た
め
に
で

き
た
も
の
で
、
．
口
の
中
に
ポ
ツ
ン
、

ポ
ツ
ン
と
現
わ
れ
る
の
が
特
長
で
、

症
状
と
し
て
は
発
熱
、
歯
肉
の
腫

れ
、
時
に
は
顔
や
体
に
も
現
わ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
問
題
な
の
は
大
人
の
か
か
る
壊

死
性
潰
瘍
性
歯
肉
炎
症
で
、
経
験

の
あ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

カ
ゼ
に
か
か
っ
た
時
、
過
度
の
疲

労
な
ど
の
後
に
で
き
る
こ
と
が
多

く
、
水
や
お
湯
、
し
ょ
っ
ぱ
い
も

の
に
し
み
た
り
し
て
非
常
に
不
愉

快
な
も
の
で
、
ひ
ど
く
な
る
と
食

事
も
出
来
ま
せ
ん
。

　
大
体
二
週
間
位
で
な
お
り
ま
す

が
、
治
療
と
し
て
は
、
栄
養
を
補

給
し
て
体
力
の
回
復
を
待
つ
し
か

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
最
近
ソ

フ
ト
レ
ー
ザ
ー
な
る
機
器
が
出
来

ま
■
し
た
の
で
、
患
者
さ
ん
に
と
っ

て
は
非
常
に
朗
報
で
す
。
こ
の
ソ

フ
ト
レ
ー
ザ
ー
と
は
、
一
分
く
ら

い
口
内
炎
に
あ
て
る
だ
け
で
痛
み

が
と
れ
、
ま
た
、
な
お
り
が
と
っ

て
も
早
く
な
り
ま
す
。

　
レ
ー
ザ
ー
は
痛
く
も
な
ん
と
も

な
い
の
で
、
口
内
炎
に
か
か
っ
た

ら
一
度
歯
医
者
さ
ん
に
行
っ
て
み

た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

　　　　　　　　じ融く～
　　　　　　愛1ろd》　」』

じ」
鮒．

（生年月日）

2・9・28
2・10・19

お’めでた（齢…）
のロ　か

千佳ちゃん　高橋　勉さんの二女（天水島）
かロきゆき

和幸ちゃん　南雲　武さんの長男（松之山）

（死亡年月日

2・9・30
2・10・8
2・10・8

2・10・10
2・10・10
2・10・20
2・10・21

∩
乙
　
6
　
　
0

0
乙
　
0
乙
　
つ
0

0
　
　
0
　
　
0

1
　
　
1
　
　
1

0
乙
　
　
0
乙
　
　
∩
乙

瞬

お《や》み（露亡）
津端　ヨネさん　64歳（光　間）金塚

竹内　フジさん　90歳（湯之島）大した

小野塚サツさん　84歳（東　川）向

山岸　シチさん　83歳（新　山）南

高橋　スミさん　94歳（中　尾）中屋敷

小野塚ユキさん　78歳（上蝦池）中村

山岸　　進さん　50歳（新　山）貢屋

佐藤　彦市さん　78歳（曽　根）松屋

相田新一郎さん　63歳（大荒戸）秋田屋

相田　弥吉さん　94歳（大荒戸）中屋敷

※10月1日から31日までの届出分です。
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黒先生き（3手まで

m
月
号
の
答
え

　詰碁の解答を募集してい

ます。11月26日までにハガ

キなどで広報担当まで。

　正解者には粗品を進呈。

正解者

若井千代松さん（小　谷）

村山　　伸さん（湯　本）

久保田光栄さん（天水島）

　
㊨
二
子
を
助
け
な
い
こ
と
に
は
、
白
を
殺

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
初
手
は
と
も
か
く

3
手
目
で
わ
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　
黒
1
と
ハ
ウ
の
は
誰
で
も
打
て
る
。

　
し
か
し
、
白
2
に
黒
3
と
サ
ガ
る
手
は
、

ち
ょ
っ
と
盲
点
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

②



l
o
o
①
の
ー

⑳

いたずらガンガンがおもちゃをす

てようとしているところ

たかはしかずたかくん

　　（天水島彦六）

一一
　　　　　厚実末巨認可
　　　　標…塾賞璽め欧鷺鎌店

11月1日～30日

Sマーク普及促進

　　　　　　　　月間

　理容・美容・タリー

ニング店に掲げられて

いるSマータは、厚生

大臣認可の標準営業約

款制度に従って営業し

ているお店のマークです

β
．
亀

まっかなはっばのおお

きな木

こうようのおおきな木

　イ「γ聯ン

さとうちほさん
（天水越　中村屋）

たきざわだいすけくん

　　（天水越　家の向）

▼
1
0
月
の
で
き
ご
と

8
日
　
名
老
百
選
選
考
委
員
会

10

日
　
町
駅
伝
大
会
・
健
康
マ
ラ

　
　
ソ
ン
・
き
の
こ
狩
り
大
会

12

日
　
除
雪
会
議

　
』
郡
美
術
展
覧
会
（
松
代
町
）

15

日
　
食
推
リ
ー
ダ
ー
会
議

16

日
　
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
会
議

　
　
行
政
相
談
（
セ
ン
タ
ー
）

19

H
　
消
防
分
団
．
長
会
議

20

日
　
坂
口
安
吾
ま
つ
り

27

日
　
錦
鯉
品
評
会
・
町
美
術
展

28

日
　
農
業
祭
・
芸
能
祭

▼
1
1
月
の
予
定

3
日
　
浦
田
中
学
校
閉
校
記
念
式

　
　
典

8
日
　
議
会
建
設
委
員
会

9
日
　
　
〃
総
務
民
生
委
員
会

　
　
献
血

12

日
　
即
位
の
H

21

日
　
議
会
産
業
経
済
委
員
会

　
　
温
泉
委
員
会

　
　
　
　
　
編
集
後
記

　
秋
の
収
穫
作
業
も
白
菜
・
ダ
イ

コ
ン
な
ど
を
除
い
て
、
ほ
ぽ
終
り

に
近
づ
き
ま
し
た
。
今
年
は
カ
ラ

カ
ラ
天
気
と
台
風
の
影
響
で
、
野

菜
類
が
大
変
高
い
ん
だ
そ
う
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
所
は
良
く
出
来
ま
し

た
か
？

　
さ
て
、
十
月
は
行
事
が
沢
山
あ

り
ま
し
た
。
広
報
担
当
と
し
て
は

あ
り
が
た
い
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
わ
け
で
発
行
が
遅
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
町
の
農
業
祭
・
芸
能
祭
、
皆
さ

ん
行
か
れ
ま
し
た
か
。
「
管
領
塚
物

語
も
良
か
っ
た
。
で
も
若
い
女
し

ょ
の
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
は
、
ま
た
良

か
っ
た
っ
け
の
お
」
と
言
う
声
も
、

あ
ち
こ
ち
か
ら
聞
か
れ
ま
し
た
。

十
一
月
一
日
の
人
口

総
人
口
／
三
、
八
六
七
（
▲
九
）

　
　
男
／
一
、
八
九
二
（
▲
一
）

　
　
女
／
一
、
九
七
五
（
▲
八
）

世
帯
数
／
一
、
一
八
一
（
▲
二
）

（
）
内
は
十
月
一
日
と
の
比
較

▲
は
減

広
報
ま
つ
の
や
ま
十
一
月
号

平
成
二
年
十
一
月
十
五
日
発
行

発
行
／
新
潟
県
松
之
山
町

　
　
費
六
⊥
一
二
三
一

編
集
／
議
会
事
務
局

広報

1ggo12月号（Nα178）
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松之山保育所

醸．躯
＿輔！鱒贈

ぴ
醇

平
成
2
年
も
残
り
わ
ず
か
と

な
り
ま
し
た
。

こ
の
一
年
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は

ど
ん
な
年
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

良
か
っ
た
人
は
来
年
も
。

悪
か
っ
た
人
は

新
し
い
年
に
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

n
月
　
町
内
の
3
つ
の
保
育
所
で

「
お
ゆ
う
ぎ
会
」
が
行
わ
れ

か
わ
い
い
歌
や
踊
り
、
、
劇
な
ど
を

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

蒲苗保育所


